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平成26年

● 特集
　　郷土の歴史や文化 
　　平成25年度 決算報告 

● 町政あんない
　　教育長に西川徹氏を再任しました
　　Jアラートによる訓練放送を行います
　　供用施設の利用を有料化します
　　広告入り窓口封筒の無償提供者を募集します

● 情報コーナー
　　北部市場「食の物語フェア」を開催します
　　個人事業税の納税をお忘れなく

10月18日（土）、ＭＲＪ（三菱リージョナルジェット）の機体披露式典が
行われました。町内の3小学校から児童が参加し、合唱で式典に華を添
えました。
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豊山町マスコット
キャラクター

地空人くん

ゆるキャラ グランプリの
決選投票に参加します！詳
しくは、9ページへ。

ち く う じ ん
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広報とよやま平成26年11月号

　　　　特集�2

　
十
一
月
三
日
は
文
化
の
日
で
す
。
こ
の
日
は
、
自
由
と
平
和
を
愛
し
、
文
化
を
す
す
め

る
日
と
し
て
、
昭
和
二
十
三
年
に
国
民
の
祝
日
に
定
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
本
町
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
伝
統
行
事
や
文
化
財
が
受
け
継
が
れ
て
い
ま
す
。
今
月
号
で

は
、
本
町
の
伝
統
行
事
や
指
定
文
化
財
に
つ
い
て
特
集
し
ま
す
。

　
本
町
に
は
Ὶ
コ
ン
パ
ク
ト
な
町
域
に
Ὶ
古

く
か
ら
受
け
継
が
れ
培
わ
れ
た
温
か
い
コ
ミ

奛
ニ
テ
鍈
が
あ
り
ま
す
Ί
こ
こ
で
は
各
地
域

で
古
く
か
ら
行
わ
れ
て
い
る
伝
統
行
事
に
つ

い
て
ご
紹
介
し
ま
す
Ί

●
重
ね
の
朔
日︵
つ
い
た
ち
︶

　
旧
暦
二
月
一
日 
現
在
の
暦
で
二
月
下
旬

か
ら
三
月
上
旬
頃
 Ὶ
八
所
神
社
で
は
厄
払

い
の
行
事
が
行
わ
れ
ま
す
Ί
こ
の
日
は
Ὶ
厄

年
を
迎
え
た
方
が
大
き
な
鏡
餅
を
神
社
へ
奉

納
し
ま
す
Ί

　
近
年
で
は
Ὶ
よ
り
多
く
の
方
に
参
加
し
て

い
た
だ
け
る
よ
う
に
と
Ὶ
旧
暦
の
二
月
一
日

直
近
の
日
曜
日
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
Ί

●
花
ま
つ
り

　
旧
暦
四
月
八
日 
現
在
の
暦
で
四
月
下
旬

か
ら
五
月
上
旬
頃
 は
Ὶ
灌
仏
会(

か
ん
ぶ
つ

え)

と
呼
ば
れ
る
お
釈
迦
様
の
誕
生
日
で
す
Ί

　
常
安
寺
や
千
松
寺
Ὶ
慈
徳
院
Ὶ
長
寿
寺
Ὶ

大
乗
寺
と
い
ℕ
た
町
内
の
寺
院
で
は
Ὶ
花
ま

つ
り
が
行
わ
れ
ま
す
Ί
お
寺
に
は
小
さ
な
お

堂
が
作
ら
れ
Ὶ
屋
根
を
レ
ン
ゲ
や
タ
ン
ポ
ポ

な
ど
の
花
で
飾
り
付
け
ま
す
Ί
甘
茶
を
作
ℕ

て
え
し
ℵ
く
で
汲
み
Ὶ
お
釈
迦
様
の
像
に
注

い
で
お
参
り
し
ま
す
Ί

●
輪
く
ぐ
り

　
旧
暦
六
月
三
十
日 
現
在
の
暦
で
七
月
中

旬
か
ら
下
旬
頃
 Ὶ
輪
く
ぐ
り
の
神
事
が
八

所
神
社
で
行
わ
れ
ま
す
Ί
拝
殿
の
周
囲
に
三

十
の
献
燈
を
し
て
Ὶ
マ
コ
モ
タ
ケ
で
作
ℕ
た

大
き
な
輪
を
く
ぐ
り
ま
す
Ί
ま
た
Ὶ
榊
の
葉

で
体
を
な
で
て
Ὶ
川
へ
流
す
と
夏
病
み
し
な

い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
Ί

　　
社
会
教
育
セ
ン
タ
ῴ
二
階
の
郷
土
資
料
室

で
は
Ὶ
昭
和
前
期
の
農
具
・
竹
細
工
等
の
生

業
用
品
や
Ὶ
火
鉢
・
食
器
等
の
生
活
用
品
の

展
示
を
行
ℕ
て
い
ま
す
Ί

　
十
一
月
三
十
日 
日
 ま
で
は
Ὶ
小
品
展
を

開
催
し
て
い
ま
す
Ί
昭
和
中
期
の
盃
な
ど
を

中
心
に
展
示
し
て
い
ま
す
Ί
中
に
は
こ
れ
ま

で
未
公
開
だ
ℕ
た
品
も
あ
り
ま
す
Ί
入
場
は

無
料
で
す
の
で
Ὶ
ぜ
ひ
郷
土
資
料
室
へ
お
越

し
く
だ
さ
い
Ί

　
指
定
文
化
財
と
は
Ὶ
学
術
的
Ὶ
歴
史
的
な

観
点
か
ら
価
値
の
高
い
文
化
財
に
つ
い
て
Ὶ

法
律
や
条
例
に
よ
り
保
護
の
対
象
と
し
て
指

定
さ
れ
て
い
る
も
の
で
す
Ί

　
本
町
に
は
Ὶ
愛
知
県
指
定
文
化
財
が
二
件
Ὶ

豊
山
町
指
定
文
化
財
が
八
件
あ
り
ま
す
Ί
三

ペ
ῴ
ジ
に
文
化
財
Ｍ
Ａ
Ｐ
を
掲
載
し
て
い
ま

す
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
Ί

　　
こ
れ
ら
の
伝
統
行
事
や
文
化
財
は
Ὶ
町
民

の
絆
に
よ
り
受
け
継
が
れ
き
た
貴
重
な
財
産

で
す
Ί

　
し
か
し
Ὶ
近
年
は
Ὶ
少
子
高
齢
化
・
核
家

族
化
の
影
響
か
ら
地
域
の
つ
な
が
り
が
希
薄

化
し
て
お
り
Ὶ
こ
う
い
ℕ
た
伝
統
行
事
や
文

化
財
に
ふ
れ
る
機
会
も
少
な
く
な
ℕ
て
い
ま

す
Ί

　
秋
に
な
り
Ὶ
過
ご
し
や
す
い
季
節
に
な
り

ま
し
た
Ί
お
一
人
で
Ὶ
あ
る
い
は
ご
家
族
で
Ὶ

近
く
の
文
化
財
を
散
策
し
Ὶ
町
の
文
化
に
ふ

れ
て
Ὶ
歴
史
に
思
い
を
は
せ
て
み
て
く
だ
さ
い
Ί

●
伝
統
行
事

●
伝
統
行
事

●
伝
統
行
事

●
指
定
文
化
財

●
指
定
文
化
財

●
指
定
文
化
財

●
伝
統
行
事
・
文
化
財
に

●
伝
統
行
事
・
文
化
財
に

　
　
　
　
　
ふ
れ
て
く
だ
さ
い

　
　
　
　
　
ふ
れ
て
く
だ
さ
い

●
伝
統
行
事
・
文
化
財
に

　
　
　
　
　
ふ
れ
て
く
だ
さ
い

●
郷
土
資
料
室

●
郷
土
資
料
室

●
郷
土
資
料
室

郷土の歴史や文化郷土の歴史や文化郷土の歴史や文化11月号
特集

〜豊山町の伝統行事・
文化財を紹介します〜
〜豊山町の伝統行事・
文化財を紹介します〜



広報とよやま平成26年11月号

特集�3

豊山町文化財MAP豊山町文化財MAP豊山町文化財MAP

愛知県指定有形文化財

⑤鋳造誕生仏（常安寺）

　高さ13.5センチメート
ル、胴の直径2.5センチ
メートル、重さ260グラ
ムの小さな立像です。
右手を天に、左手は地
を指した「天上天下唯
我独尊」の形をなして
います。材質は金・銅
で保存状態は良く、光
沢のある漆黒色を呈し
ています。

豊山町指定有形文化財

⑥薬師如来坐像（長寿寺）

　檜造高さ32センチメ
ートルの像です。長寿寺
薬師堂の本尊であり、秀
麗な面貌表現・深浅を交
えた写実的な衣文はと
ても際立っています。

豊山町指定有形文化財

⑦狛犬（八所神社）

豊山町指定無形文化財

　伊勢山神楽

　伊勢山神楽は、今か
ら300年ほど前、豊場
村に伊勢山地区が誕生
した頃から受け継がれ
てきたといわれていま
す。伊勢山神楽保存会
が設立され、毎年秋に
行われる八所神社や伊
勢山神明社の祭礼に、
神前神楽を奉納してい
ます。

　神楽 　木遣

豊山町指定記念物

③いちい樫（河村邸）

④楠（千松寺）

　高さ15メートルの大
木で、樹齢は500年以上
と推定されています。1
つの邸内に4本揃ってい
るのは貴重です。

　高さは25メートルの
大木で、樹齢は500年ほ
どと推定されています。

豊山町指定有形文化財

②葬儀絵巻（延命寺）

　高名な和尚の葬儀の
行列を描いたものです。
作成年代は安政5年 (18
58年) で、左から右へと
絵が展開するとても珍
しい絵巻です。

愛知県指定有形文化財

①地蔵菩薩像（延命寺）

　高さ87センチメートル、
肩幅27センチメートル
の像です。平安時代の
中期から後期の作品と
いわれています。女性

的で柔和
な美しい
表情をし
ています。

 

　木造、阿吽の1対で、
高さは40センチメート
ルです。作風は室町時
代の特徴を示していま
す。

　古くは大正5年、八所神社の拝殿の竣工
式の時に、木遣音頭による棒振りが奉納さ
れています。昔は町内で新築の家の上棟式
が行われる際に木遣が唄われ、丸餅を投げ
てお祝いしたようです。昭和44年に豊山
木遣保存会が発足し、八所神社で行われる
重ねの朔日には毎
年木遣が華を添え
ています。

　八所神社に伝わる大太鼓が購入
された時期から、江戸時代の後期
頃に始まったものと推察されます。
現在も神楽保存会によって伝承さ
れ、毎年、八所神社で行われる厄
除けや輪くぐり、大晦日の神前神
楽などで広
く親しまれ
ています。

①②延命寺

③河村邸

④千松寺

⑤常安寺

⑥長寿寺

⑦八所神社

▼
問
合
せ
　
生
涯
学
習
課
生
涯
学
習
係
　
Ԡ
28

・
０
３
９
６
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平
成
二
十
五
年
度
決
算
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

一
般
会
計
の
歳
入
は
五
十
五
億
三
千
八
百
三
十
九
万
円
で
、予
算
現
額
に
対
し
て
百
一
・
一
％

の
収
入
率
で
し
た
。歳
出
は
効
率
的
な
執
行
の
結
果
、五
十
二
億
八
千
七
百
六
十
六
万
円
と
な

り
、予
算
現
額
に
対
し
て
九
十
六
・
六
％
の
執
行
率
で
し
た
。

今
月
号
で
は
昨
年
度
の
歳
入
と
歳
出
の
執
行
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。ま
た
、あ
わ
せ
て
財

政
健
全
化
法
に
基
づ
く
健
全
化
判
断
比
率
と
資
金
不
足
比
率
の
算
定
結
果
に
つ
い
て
ご
報
告
し

ま
す
。

歳
　
入

歳
　
出

快
適
で
活
気
あ
ふ
れ
る

コ
ン
パ
ク
ト
な
ま
ち

目標1

に
ぎ
わ
い
を
生
み
出
す

個
性
豊
か
な
ま
ち

目標2

安
全
・
安
心
で

住
み
や
す
さ
を
実
感
で
き
る
ま
ち
　

目標3

町の将来像の実現に
向けた諸施策の実施
町の将来像の実現に
向けた諸施策の実施

地
球
に
も
人
に
も

優
し
い
持
続
可
能
な
ま
ち

目標4

 
歳
入
総
額
は
Ὶ
前
年
度
比
三
千
百
万
円
の

増
加
と
な
り
ま
し
た
Ί
こ
れ
は
法
人
町
民
税

が
大
幅
に
減
少
し
た
こ
と
に
対
応
す
る
た
め
Ὶ

基
金
か
ら
の
繰
入
金
を
増
額
し
た
こ
と
が
主

な
理
由
で
す
Ί

　
歳
出
総
額
は
Ὶ
前
年
度
比
二
千
百
万
円
の

減
少
と
な
り
ま
し
た
Ί

目
的
別
で
は
Ὶ
民
生
費
で
五
千
四
百
万
円

の
増
加
 
対
前
年
度
比
プ
ラ
ス
三
・
〇
％
 
Ὶ

総
務
費
で
七
千
三
百
万
円
の
減
少
 
対
前
年

度
比
マ
イ
ナ
ス
七
・
三
％
 
で
し
た
Ί

町
は
第
四
次
総
合
計
画
に
お
い
て
Ὶ
町
の

将
来
像
を
‎
に
ぎ
わ
い
と
や
す
ら
ぎ
の
ア
ῴ

バ
ン
ビ
レ
兊
ジ
‏
と
し
て
い
ま
す
Ί
都
市
の

便
利
さ
を
持
ち
つ
つ
も
Ὶ
緑
の
残
る
穏
や
か

な
環
境
も
兼
ね
備
え
る
ま
ち
を
目
指
し
て
Ὶ

七
つ
の
目
標
を
掲
げ
て
各
施
策
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
Ί

第
四
次
総
合
計
画
の
ま
ち
づ
く
り
目
標
別

に
実
施
し
た
主
な
事
業
は
次
の
と
お
り
で
す
Ί

・
大
山
川
堤
防
道
路
の
整
備

　
　
　
　
　
　
　
　
　
︵
２
1
2
万
円
︶

 
大
山
川
右
岸
堤
防
道
路
 
神
明
公
園
側
 

に
歩
道
を
設
置
す
る
た
め
の
用
地
測
量
調
査

・
道
路
改
良
工
事
の
実
施

　
　
　
　
　
　
　
　
　
︵
5
3
3
5
万
円
︶

　
大
山
川
左
岸
堤
防
道
路
 
三
菱
重
工
業
側
 

の
舗
装
打
替
工
事
な
ど
Ὶ
道
路
環
境
の
整
備

・
名
古
屋
空
港
の
利
用
促
進

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
︵
7
2
2
万
円
︶

県
営
名
古
屋
空
港
を
利
用
し
た
町
民
や
町

商
工
会
会
員
を
対
象
に
航
空
運
賃
を
助
成

・
農
業
施
設
の
更
新
　
︵
9
9
9
4
万
円
︶

　
農
業
用
水
の
安
定
供
給
に
よ
り
農
地
の
有

効
利
用
や
生
産
性
の
向
上
を
図
る
た
め
Ὶ
農

業
用
ポ
ン
プ
や
ゲ
ῴ
ト
の
維
持
工
事
を
実
施

・
通
学
路
カ
ラ
ー
塗
装
の
実
施
　
　
　
　
　

　
　
︵
６
５
０
万
円
︶

交
通
安
全
の
推
進
と
Ὶ
児
童
の
安
全
な
通

行
の
た
め
Ὶ
志
水
小
学
校
周
辺
の
通
学
路
へ

の
カ
ラ
ῴ
塗
装
工
事
を
実
施

・
防
災
士
の
養
成
　
　
　
　
︵
１
３
万
円
︶

大
規
模
災
害
が
発
生
し
た
際
に
Ὶ
各
地
域

で
避
難
所
の
運
営
や
救
助
・
救
命
を
行
う
た

め
の
知
識
や
資
格
を
有
す
る
Ὶ
防
災
士
を
養

成
す
る
た
め
の
補
助
制
度
を
創
設

・
図
上
訓
練
の
実
施
　
　
　
︵
4
7
万
円
︶

職
員
の
地
震
や
風
水
害
等
へ
の
対
応
能
力

の
向
上
を
図
る
た
め
Ὶ図
上
訓
練
を
実
施

・
業
務
継
続
計
画
の
策
定
︵
２
４
２
万
円
︶

災
害
発
生
時
に
優
先
度
の
高
い
業
務
を
ス

ム
ῴ
ズ
に
実
施
す
る
た
め
の
業
務
継
続
計
画
を

平
成
二
十
五
年
度
か
ら
二
年
か
け
て
策
定

・
Ｌ
Ｅ
Ｄ
防
犯
灯
へ
の
更
新
︵
１
３
２
万
円
︶

リ
ῴ
ス
契
約
に
よ
り
Ὶ
昨
年
度
の
更
新
分

と
あ
わ
せ
て
Ὶほ
ぼ
全
て
の
防
犯
灯
を
水
銀

灯
方
式
か
ら
Ｌ
Ｅ
Ｄ
方
式
へ
更
新

・
住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
の
設
置
補
助

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
︵
２
２
6
万
円
︶

住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
の
設
置
費

用
を
助
成



広報とよやま平成26年11月号

特集5

・
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
し
い
の
木
の
改
修

　
　
　
　
　
　
　
　
︵
６
３
１
１
万
円
︶

老
朽
化
の
た
め
Ὶ総
合
福
祉
セ
ン
タ
ῴ
し

い
の
木
の
空
調
設
備
を
改
修

・
医
療
費
の
助
成
︵
１
億
７
４
６
２
万
円
︶

中
学
生
以
下
の
子
ど
も
や
一
定
の
障
が
い

を
お
持
ち
の
方
な
ど
を
対
象
に
医
療
費
の
助

成
を
実
施
Ί
な
お
Ὶ
子
ど
も
医
療
費
助
成
は
Ὶ

平
成
二
十
三
年
度
か
ら
特
定
防
衛
施
設
周
辺

整
備
調
整
交
付
金
を
子
ど
も
医
療
費
基
金
に

積
み
立
て
Ὶ
平
成
二
十
四
年
度
以
降
は
基
金

を
取
り
崩
し
て
活
用

・
健
康
増
進
事
業
の
実
施

　
　
　
　
　
　
　
　
　
︵
３
０
４
０
万
円
︶

各
種
健
康
診
査
や
Ὶ
健
康
教
育
を
実
施
Ί

特
に
Ὶ
無
料
乳
が
ん
検
診
の
対
象
者
の
拡
大

や
Ὶ
子
宮
が
ん
検
診
の
内
容
の
充
実
化

・
学
校
施
設
の
耐
震
点
検

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

︵
1
3
9
万
円
︶

防
災
対
策
と
し
て
Ὶ
小
中
学
校
の
壁
や
天

井
Ὶ
ガ
ラ
ス
窓
な
ど
非
構
造
部
材
の
強
度
を

検
査
す
る
耐
震
点
検
を
実
施

　
点
検
結
果
に
基
づ
き
Ὶ
強
度
の
不
足
し
て

い
る
箇
所
は
Ὶ
平
成
二
十
六
年
度
以
降
耐
震

化
を
実
施

・
豊
山
グ
ラ
ン
ド
改
修
工
事
の
実
施
設
計
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
︵
１
８
９
万
円
︶

老
朽
化
し
た
フ
炻
ン
ス
改
修
工
事
を
平
成

二
十
六
年
度
に
実
施
す
る
た
め
の
設
計

・
豊
山
ス
カ
イ
プ
ー
ル
の
改
修

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
︵
３
３
０
万
円
︶

ウ
棈
ῴ
タ
ῴ
ス
ラ
イ
ダ
ῴ
の
ポ
ン
プ
設
備

を
改
修

・
町
民
討
議
会
議
の
開
催
　
　
︵
５
３
万
円
︶

町
民
の
町
政
へ
の
関
心
と
Ὶ
ま
ち
づ
く
り

へ
の
参
画
機
会
の
拡
大
を
目
指
し
Ὶ
防
犯
と

地
域
の
リ
ῴ
ダ
ῴ
を
テ
ῴ
マ
と
し
て
町
民
討

議
会
議
を
開
催

・
広
域
行
政
研
究
事
業
　
　
　
︵
2
1
万
円
︶

名
古
屋
市
が
主
催
す
る
名
古
屋
ま
つ
り
に

町
と
し
て
参
加
し
Ὶ
広
域
連
携
の
取
組
を
推

進・
総
合
計
画
後
期
基
本
計
画
の
策
定

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
︵
3
0
6
万
円
︶

平
成
二
十
二
年
度
よ
り
ス
タ
ῴ
ト
し
た
第

四
次
総
合
計
画
の
後
期
基
本
計
画
を
平
成
二

十
五
年
度
か
ら
二
年
か
け
て
策
定

・
都
市
交
流
事
業
　
　
　
　
　
　
︵
６
万
円
︶

長
野
県
阿
智
村
Ὶ
宮
城
県
東
松
島
市
と
災

害
時
相
互
応
援
協
定
を
締
結

平成25年度　町民１人当りの負担額および支出額等� ����

町　　税 
総収入額

33億5,862万円
町民１人当りの
税　負　担　額

町民１人当りの
支　　出　　額

町民１人当りの
基 金 積 立 額

町民１人当りの
地方債発行残高

22万2,234円

歳出決算
総　　額

52億8,766万円 34万9,875円

基　　金
現 在 高

地 方 債
現 在 高

9億7,223万円

20億   342万円

6万4,331円

13万2,563円

人　　口
（平成26年３月31日現在）
 15,113人

※町民１人当りの支出額の内訳

区　　　　分 １人当り支出額

社 会 福 祉 ・ 児 童 福 祉 12万2,359円

学　校　・　生　涯　学　習 4万3,827円

都  市  基  盤  の  整  備 3万1,236円

防 　  　 災  　 　 活  　 　 動 1万8,048円

13万4,405円

34万9,875円

そ　　　　　の　　　　　他

合　　　     計

平成25年度　歳出決算（性質別）

区　　　分 決算額 構成比

義 務 的
経　　費

投 資 的
経　　費

その他の
経　　費

歳　出　総　額

人　　　件　　　費

扶　　　助　　　費

公　　　債　　　費
単 　 独 　 事 　 業

補 　 助 　 事 　 業

補 　 助 　 費   等
物　　　件　　　費

繰　　　出　　　金
積　　　立　　　金

投資及び出資金・貸付金
維　持　補　修　費

52億8,766万円

9億8,031万円

7億4,838万円

1億4,985万円
3億2,132万円

3,311万円

13億2,687万円

7億8,660万円

6億9,281万円

1億6,561万円
5,900万円

2,380万円

18.5％

14.2％

2.8％
6.1％

0.6％

25.1％

14.9％

13.1％

3.1％
1.1％

0.5％

100.0％

平成25年度　特別会計決算

会 計 区 分 歳入決算額 歳出決算額

国 民 健 康 保 険
特 　 別 　 会 　 計 16億4,465万円

介護保険特別会計

介護サービス事業
特 　 別 　 会 　 計
公 共 下 水 道 事 業
特 　 別 　 会 　 計

1億4,323万円

7億9,696万円

204万円

4億3,504万円

30億2,192万円

15億3,980万円

1億4,164万円

7億5,902万円

175万円

4億2,351万円

28億6,572万円合　　計

平成25年度　都市計画税の使途��

事 業 区 分 事 業 費 都市計画税充当額

公 共 下 水 道 事 業 3億3,976万円 2億  610万円

3億3,976万円 2億  610万円合　　計

後 期 高 齢 者 医 療
特 　 別 　 会 　 計

助
け
合
い
、
支
え
合
う

健
康
で
あ
た
た
か
な
ま
ち

目標5

い
き
い
き
と
し
た

豊
か
な
心
を
持
っ
た
人
を
育
む
ま
ち

目標6

住
民
と
行
政
が
と
も
に
考
え
、

と
も
に
つ
く
る
信
頼
の
ま
ち

目標7



  

財
政
健
全
化
法
は
Ὶ
地
方
公
共
団
体
の
財

政
状
況
を
統
一
的
な
指
標
で
示
し
Ὶ
財
政
の

健
全
化
が
必
要
な
場
合
に
迅
速
な
対
応
を
取

る
た
め
に
制
定
さ
れ
た
も
の
で
す
Ί‎
健
全

化
判
断
比
率
‏
と
‎
資
金
不
足
比
率
‏
の
二

つ
で
自
治
体
の
財
政
状
況
を
判
断
し
Ὶ
基
準

値
よ
り
低
い
ほ
ど
Ὶ
そ
の
自
治
体
の
財
政
は

健
全
で
あ
る
と
評
価
さ
れ
ま
す
Ί

　
　

　
財
政
の
状
況
を
表
す
次
の
四
つ
の
指
標
の

こ
と
を
い
い
Ὶ
二
つ
の
基
準
に
よ
ℕ
て
財
政

の
健
全
性
を
判
断
し
ま
す
Ί

　
四
つ
の
指
標
の
う
ち
一
つ
で
も
‎
早
期
健

全
化
基
準
‏
以
上
に
な
る
と
Ὶ
財
政
健
全
化

計
画
の
策
定
が
義
務
付
け
ら
れ
Ὶ
自
主
的
な

改
善
努
力
に
よ
る
財
政
健
全
化
に
取
り
組
ま

な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
Ί

　
さ
ら
に
Ὶ
将
来
負
担
比
率
を
除
く
三
つ
の

指
標
の
う
ち
一
つ
で
も
‎
財
政
再
生
基
準
‏

以
上
に
な
る
と
Ὶ
地
方
債
の
起
債
が
制
限
さ

れ
Ὶ
予
算
の
編
成
に
国
が
関
与
し
Ὶ
確
実
な

財
政
再
生
を
図
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
Ί

　
一
般
会
計
の
赤
字
額
の
割
合
で
す
Ί
赤
字

の
比
率
が
高
く
な
る
ほ
ど
Ὶ
財
政
悪
化
が
深

刻
で
あ
る
と
い
え
ま
す
Ί

　
本
町
の
一
般
会
計
は
Ὶ
黒
字
決
算
と
な
り

ま
し
た
の
で
Ὶ
数
値
化
さ
れ
ま
せ
ん
Ί

　
一
般
会
計
だ
け
で
な
く
Ὶ
特
別
会
計
も
加

え
た
赤
字
額
の
割
合
で
す
Ί

　
本
町
は
Ὶ
全
て
の
会
計
に
お
い
て
黒
字
決

算
と
な
り
ま
し
た
の
で
Ὶ
数
値
化
さ
れ
ま
せ

ん
Ί

　
借
入
金
の
返
済
額
が
財
政
に
及
ぼ
す
負
担

を
表
す
指
標
で
す
Ί
こ
の
比
率
が
高
い
ほ
ど
Ὶ

資
金
繰
り
が
厳
し
い
こ
と
を
表
し
ま
す
Ί

　
本
町
の
数
値
は
Ὶ
早
期
健
全
化
基
準
を
大

き
く
下
回
ℕ
て
お
り
Ὶ
健
全
で
あ
る
と
い
え

ま
す
Ί

　
こ
れ
か
ら
支
出
を
予
定
し
て
い
る
借
入
金

の
返
済
な
ど
の
負
担
額
の
割
合
で
す
Ί
こ
の

比
率
が
高
い
と
将
来
的
に
財
政
が
圧
迫
さ
れ

る
可
能
性
が
高
く
な
り
ま
す
Ί
本
町
で
は
負

担
額
を
上
回
る
歳
入
が
予
想
さ
れ
Ὶ
将
来
的

に
も
黒
字
決
算
が
見
込
ま
れ
る
た
め
Ὶ
数
値

化
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
Ί

　
公
営
企
業
ご
と
の
資
金
の
不
足
額
の
事
業

規
模
 
事
業
収
入
 
に
対
す
る
比
率
で
Ὶ
経

営
状
態
の
悪
化
の
度
合
い
を
示
し
ま
す
Ί‎
経

営
健
全
化
基
準
‏

以
上
に
な
る
と
Ὶ

経
営
健
全
化
計

画
の
策
定
が
義

務
付
け
ら
れ
ま

す
Ί
町
が
独
自

で
運
営
す
る
公

営
企
業
は
下
水

道
事
業
で
す
Ί

資
金
不
足
は
生

じ
て
お
ら
ず
Ὶ

数
値
化
さ
れ
ま

せ
ん
Ί

　
以
上
の
と
お
り
Ὶ平
成
二
十
五
年
度
決
算

に
お
け
る
本
町
の
算
定
結
果
は
す
べ
て
の
指

標
に
お
い
て
基
準
値
を
大
き
く
下
回
り
Ὶ健

全
な
財
政
状
況
で
あ
る
と
い
え
ま
す
Ί

　
今
後
に
お
き
ま
し
て
も
Ὶ
経
済
状
況
や
国
Ὶ

県
の
政
策
を
的
確
に
捉
え
Ὶ
引
き
続
き
健
全

な
財
政
状
況
を
堅
持
し
ま
す
Ί
　
　

　
ま
た
Ὶ
各
事
業
の
内
容
を
精
査
し
Ὶ
安
易

に
借
入
に
頼
ら
な
い
規
律
あ
る
財
政
運
営
を

行
ℕ
て
ま
い
り
ま
す
Ί

財
政
健
全
化
判
断
比
率
お
よ
び

資
金
不
足
比
率
の
公
表

広報とよやま平成26年11月号

　　　　特集�6

指
標
１�

実
質
赤
字
比
率

指
標
２�

連
結
実
質
赤
字
比
率

指
標
３�

実
質
公
債
費
比
率

指
標
４�

将
来
負
担
比
率

ま�

と�

め

資
金
不
足
比
率
と
は

健
全
化
判
断
比
率
と
は
　

※表中の「−」表示は数値がない（赤字がない）ことを表してい
ます。

（単位：％）

豊山町
早期健全化
基　　　準

財政再生
基   準

実 質 赤 字 比 率

連結実質赤字比率

実 質 公 債 費 比 率

将 来 負 担 比 率

― 1 5 . 0 2 0 . 0

― 2 0 . 0 3 0 . 0

△ 0 . 6 2 5 . 0 3 5 . 0

― 3 5 0 . 0

（単位：％）

会計名 豊山町 経営健全化
基　　　準

― 2 0 . 0

※表中の「−」表示は数値がない（資金不足が生じていない）
　ことを表しています。

公共下水道事業
特 別 会 計

資金不足比率



歳入総額
55億3,839万円

自主財源 79.5%


依存財源
20.5%

その他
3億5,816万円
6.5%

諸収入 
2億3,808万円
4.3%

国庫支出金
3億7,012万円
6.7%

国庫支出金
3億7,012万円
6.7%

　
一
般
会
計
及
び
特
別
会
計
の
決
算
総
額
は
Ὶ
歳
入
八
十

五
億
六
千
三
十
万
六
千
五
百
五
十
一
円
Ὶ
歳
出
八
十
一
億

五
千
三
百
三
十
七
万
七
千
十
五
円
Ὶ
歳
入
歳
出
差
引
額
四

億
六
百
九
十
二
万
九
千
五
百
三
十
六
円
で
Ὶ
翌
年
度
へ
繰

り
越
す
べ
き
財
源
九
百
五
十
二
万
六
千
円
を
差
し
引
い
た

実
質
収
支
額
は
Ὶ
三
億
九
千
七
百
四
十
万
三
千
五
百
三
十

六
円
の
黒
字
を
計
上
し
た
Ί

　
一
般
会
計
に
お
い
て
対
前
年
度
比
で
み
る
と
歳
入
で
は
Ὶ

自
主
財
源
の
柱
で
あ
る
町
税
収
入
に
お
い
て
Ὶ
個
人
町
民

税
が
二
千
三
百
九
十
八
万
二
千
百
八
十
三
円
増
加
Ὶ
法
人

町
民
税
が
一
億
八
百
三
十
一
万
九
千
八
百
八
円
減
少
Ὶ
固

定
資
産
税
が
六
百
六
十
六
万
千
二
百
二
十
五
円
減
少
し
Ὶ

全
体
で
額
に
し
て
Ὶ
六
千
九
百
十
二
万
六
千
六
百
十
二
円

減
少
と
な
ℕ
た
も
の
の
Ὶ
株
式
等
譲
渡
所
得
割
交
付
金
Ὶ

国
庫
支
出
金
及
び
繰
入
金
等
が
増
額
で
あ
ℕ
た
の
で
Ὶ
全

体
で
三
千
六
十
三
万
四
千
七
百
七
十
二
円
増
額
で
あ
ℕ
た
Ί

歳
出
は
総
務
費
の
七
千
二
百
六
十
四
万
七
千
三
百
五
十
七

円
減
少
Ὶ
衛
生
費
及
び
教
育
費
等
減
少
で
Ὶ
全
体
で
二
千

八
十
六
万
五
千
四
百
七
十
一
円
減
額
に
よ
り
一
般
会
計
の

実
質
収
支
額
は
Ὶ
翌
年
度
へ
繰
り
越
す
べ
き
財
源
を
差
し

引
い
て
も
黒
字
と
な
ℕ
て
い
る
Ί

　
引
き
続
き
Ὶ
収
入
の
未
済
額
に
つ
い
て
は
Ὶ
負
担
の
公

平
性
Ὶ
財
源
確
保
の
観
点
か
ら
Ὶ
効
果
的
か
つ
効
率
的
な

徴
収
対
策
を
実
施
す
る
な
ど
Ὶ
収
入
未
済
額
の
解
消
に
一

層
努
力
を
望
む
Ί

　
歳
出
で
は
Ὶ
経
常
経
費
の
見
直
し
を
図
り
Ὶ
費
用
対
効

果
を
十
分
検
証
す
る
な
か
で
総
合
計
画
実
施
シ
ῴ
ト
を
活

用
し
て
限
ら
れ
た
財
源
を
重
点
的
か
つ
効
果
的
に
配
分
し
Ὶ

さ
ら
に
は
Ὶ
最
小
の
経
費
で
最
大
の
効
果
を
上
げ
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
Ὶ
職
員
一
人
ひ
と
り
が
常
に
コ
ス
ト
意
識

を
も
ℕ
て
効
果
的
Ὶ
効
率
的
な
予
算
執
行
に
心
が
け
る
必

要
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
Ί

　
変
動
す
る
情
勢
の
中
で
Ὶ
健
全
性
を
保
ち
つ
つ
Ὶ
適
時

適
切
な
財
政
運
営
に
努
め
る
と
と
も
に
Ὶ
本
町
を
飛
躍
へ

と
導
く
べ
く
総
合
計
画
に
沿
ℕ
た
各
事
務
事
業
の
着
実
な

推
進
を
図
り
Ὶよ
り
一
層
Ὶ町
民
が
望
む
ま
ち
づ
く
り
に

向
け
努
力
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
Ὶ決
算
審
査
の
意
見
と

す
る
Ί

▼
問
合
せ
　
監
査
委
員
事
務
局
 
議
会
事
務
局
 
Ԡ
28
・

６
０
０
４

豊
山
町
監
査
委
員
 
大
野
眞
一

豊
山
町
監
査
委
員
 
安
藤
春
一

県支出金
2億1,886万円
4.0%

地方消費税交付金
2億672万円　3.7%

国有提供施設等所在
市町村助成交付金
1億799万円　1.9%

その他　
2億3,371万円 4.2%  

広報とよやま平成26年11月号
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平
成
二
十
五
年
度
豊
山
町
一
般
･
特
別
会

計
歳
入
歳
出
決
算
審
査
意
見
書

抜
粋

町税
33億5,862万円

60.6%

歳出総額
52億8,766万円

その他
4億5,437万円

8.6%消防費 
2億7,276万円

 5.2% 

消防費 
2億7,276万円

 5.2% 

民生費
18億4,921万円

35.0%

総務費
9億2,936万円

17.6%

教育費
6億6,236万円

12.5%

土木費
4億7,207万円

8.9%

衛生費
6億4,753万円

12.2%

民生費
18億4,921万円

35.0%

町税
33億5,862万円

60.6%

繰入金
4億4,613万円

8.1%

▼
問
合
せ
　
総
務
課
企
画
財
政
・
情
報
係

Ԡ
28
・
０
９
１
３

歳入

歳出

自主財源：町税など町が自主的に収
　　　　　入できるお金
     
依存財源：国庫支出金など国や県に
　　　　　よって金額が決められた
　　　　　り、割り当てられたお金
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11/13

　
日
本
初
の
国
産
ジ
炻
兊
ト
旅
客
機
で
あ

る
Ｍ
Ｒ
Ｊ
 
三
菱
リ
ῴ
ジ
奣
ナ
ル
ジ
炻
兊
ト
 

は
Ὶ
本
町
で
最
終
組
立
て
が
行
わ
れ
て
い

ま
す
Ί

　
十
月
十
八
日
 
土
 
Ὶ
Ｍ
Ｒ
Ｊ
の
機
体
披

露
式
典
が
行
わ
れ
ま
し
た
Ί
町
内
の
三
小

学
校
か
ら
児
童
が
参
加
し
Ὶ
合
唱
で
式
典

に
華
を
添
え
ま
し
た
Ί
こ
の
模
様
は
Ὶ‎
と

よ
や
ま
み
ん
な
の
チ
夋
ン
ネ
ル
‏
で
放
送

し
ま
す
Ί

▼
放
送
日
　
十
一
月
十
六
日
 
日
 
Ό
十
一

月
三
十
日 
日
 ▼
放
送
時
間
　
午
前
九
時
Ὶ

午
後
三
時
Ὶ
午
後
八
時
▼
問
合
せ
　
総
務
課

企
画
財
政
・
情
報
係
　
Ԡ
28
・
0
9
1
3

教
育
長
に
西
川
徹
氏
を

再
任
し
ま
し
た

防
犯
カ
メ
ラ
を
設
置
し
ま
し
た

　
十
月
一
日
付
け
で
Ὶ

教
育
長
に
西
川
徹
氏

を
再
任
し
ま
し
た
Ί

▼
問
合
せ
　
学
校
教

育
課
学
校
教
育
係
　

Ԡ
28
・
２
２
１
１

　
町
で
は
Ὶ
今
年
度
よ
り
三
年
間
で
Ὶ
主
要

な
公
共
施
設
九
箇
所
に
防
犯
カ
メ
ラ
を
設
置

す
る
こ
と
を
計
画
し
て
い
ま
す
Ί
今
年
度
は

小
中
学
校
に
四
箇
所
 
計
八
台
 
の
防
犯
カ

メ
ラ
を
設
置
し
ま
し
た
Ί

　
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
は
Ὶ
犯
罪
の
防
止
に

役
立
ち
Ὶ
安
心
・
安
全
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
の

実
現
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
ま
す
Ί

　
防
犯
カ
メ
ラ
の
運
用
は
Ὶ
情
報
漏
え
い
の

防
止
Ὶ
プ
ラ
イ
バ
シ
ῴ
の
保
護
の
観
点
か
ら
Ὶ

適
正
に
行
ℕ
て
い
き
ま
す
Ί

▼
問
合
せ
　
建
設
課
環
境
・
安
全
係
　
Ԡ
28

・
０
９
１
６
　

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・

セ
ン
タ
ー
講
習
会
を
開
催
し
ま
す

Ｍ
Ｒ
Ｊ
の
機
体
披
露
式
典
が

行
わ
れ
ま
し
た

　
六
十
五
歳
以
上
の
方
向
け
に
Ὶ
生
き
が
い

づ
く
り
を
テ
ῴ
マ
と
し
た
講
演
会
を
開
催
し

ま
す
Ί
事
前
に
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ῴ
に

予
約
の
上
Ὶ
ご
参
加
く
だ
さ
い
Ί

▼
と
　
き
　
十
二
月
三
日(

水)

　
午
後
一
時

三
十
分
Ό
午
後
三
時
▼
と
こ
ろ
　
社
会
教
育

セ
ン
タ
ῴ
　
三
階
　
視
聴
覚
室
▼
内
　
容
　

地
域
の
き
ず
な
Ὶ
み
ん
な
の
笑
顔
▼
講
　
師

こ
こ
ろ
元
気
研
究
所
　
所
長
　
鎌
田
敏
氏
▼

申
込
み
・
問
合
せ
　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ

ῴ
　
Ԡ
28
・
０
９
３
２

12/3

キ
ラ
リ
六
十
五
歳
教
室
を

開
催
し
ま
す

三遊亭好楽＆王楽
〜人気落語家の親子共演〜を開催します

落
語

　落語家「三遊亭好楽」と「三遊亭王楽」による寄
席を開催します。
　と　き　平成27年2月22日（日）　午後2時開演（開
場は30分前）　ところ　社会教育センター　ホール　
入場料　大人（高校生以上）1,000円　小人（小中学生）
500円＊全自由席、未就学児の入場はお断りします　
販売方法　入場券は、11月9日（日）午前9時から社会
教育センターで販売を開始します。10日（月）以降は
役場3階9番窓口生涯学習課でも販売します。　問合
せ　生涯学習課生涯学習係　Ԡ28・0396

三遊亭好楽 三遊亭王楽

▼

▼ ▼
▼

▼

　
フ
纊
ミ
リ
ῴ
・
サ
ポ
ῴ
ト
・
セ
ン
タ
ῴ
は
Ὶ

子
育
て
の
援
助
を
受
け
た
い
人
 
依
頼
会
員
 

と
子
育
て
の
援
助
を
行
い
た
い
人
 
提
供
会

員
 
が
地
域
の
中
で
お
互
い
に
支
え
合
う
相

互
援
助
組
織
で
す
Ί

　
会
員
登
録
に
は
Ὶ
子
ど
も
の
発
達
や
事
故

防
止
な
ど
に
関
す
る
講
習
を
受
け
る
必
要
が

あ
り
ま
す
Ί
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
の
で
Ὶ

登
録
希
望
の
方
は
ご
参
加
く
だ
さ
い
Ί

▼
と
　
き
　
十
一
月
十
三
日 
木
 　
午
前
十

時
Ό
正
午
▼
と
こ
ろ
　
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ῴ

南
館
ひ
ま
わ
り
・
プ
ラ
ザ
▼
講
習
内
容
　
講

演‎
育
つ
・
育
て
る
▼‏
講
　
師
　
社
会
福
祉

法
人
　
柏
井
保
育
園
理
事
長
　
浅
井
順
子
氏

▼
申
込
み
・
問
合
せ
　
フ
纊
ミ
リ
ῴ
・
サ
ポ

ῴ
ト
・
セ
ン
タ
ῴ
　
Ԡ
39
・
０
０
６
０
　
福

祉
課
福
祉
・
少
子
係
　
Ԡ
28
・
０
９
１
２



　ゆるキャラ　

グランプリに、

本町のマスコッ

トキャラクター

「地空人くん」

が参加していま

す。11月1日（土）

から3日（月・祝）

ま で の 3 日 間 、

中部国際空港において行われる「決選

投票」に地空人くんが参加し、本町を

ＰＲします。

　と　き　11月1日（土）～3日（月・

祝）　ところ　中部国際空港　問合せ

総務課企画財政・情報係　Ԡ28・0913

広報とよやま平成26年11月号
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Ｊ
ア
ラ
ῴ
ト
 
全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム
 

は
Ὶ
緊
急
地
震
速
報
や
弾
道
ミ
サ
イ
ル
情
報

な
ど
を
Ὶ
各
自
治
体
に
設
置
さ
れ
た
防
災
行

政
無
線
を
通
じ
て
瞬
時
に
自
動
放
送
し
Ὶ
被

害
の
軽
減
に
役
立
て
る
シ
ス
テ
ム
で
す
Ί

　
こ
の
Ｊ
ア
ラ
ῴ
ト
に
よ
る
訓
練
放
送
を
次

の
日
程
で
行
い
ま
す
Ί

●
緊
急
地
震
速
報
訓
練
放
送

▼
と
　
き
　
十
一
月
五
日 
水
 　
午
前
十
時

▼
放
送
内
容
　
‎ 
チ
夋
イ
ム
 　
た
だ
今
か

ら
訓
練
放
送
を
行
い
ま
す
Ί‐
 
緊
急
地
震
速

報
チ
夋
イ
ム
 
緊
急
地
震
速
報
Ί
大
地
震
で

す
Ί
大
地
震
で
す
Ί
こ
れ
は
訓
練
放
送
で
す
‑

 
三
回
繰
り
返
す
 
こ
れ
で
訓
練
放
送
を
終

わ
り
ま
す
Ί‏

●
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
動
作
確
認
訓
練
放
送

▼
と
　
き
　
十
一
月
二
十
八
日 
金
 　
午
前

十
一
時
▼
放
送
内
容
　‎ 
チ
夋
イ
ム
 ‐
こ

れ
は
Ὶ
テ
ス
ト
で
す
Ί‑
 
三
回
繰
り
返
す
 

こ
ち
ら
は
Ὶ
こ
う
ほ
う
と
よ
や
ま
で
す
Ί
‏

▼
問
合
せ
　
総
務
課
総
務
・
防
災
係
　
Ԡ
28

・
６
０
０
３

環
境
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を

開
催
し
ま
す

　
環
境
フ
炻
ス
テ
鍈
バ
ル
を
開
催
し
ま
す
Ί

商
工
会
の
朝
市
も
同
時
に
開
催
し
ま
す
Ί

　
午
後
一
時
か
ら
は
Ὶ
先
着
四
百
名
の
方
に

‌
青
島
温
州
み
か
ん
‍
の
苗
木
を
配
布
し
ま

す
Ί
配
布
は
一
人
一
本
に
限
り
ま
す
Ί

▼
と
　
き
　
十
一
月
八
日 
土
 午
前
九
時
四

十
五
分
Ό
午
後
二
時
▼
と
こ
ろ
　
社
会
教
育

セ
ン
タ
ῴ
北
側
駐
車
場

◎
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

　
家
庭
で
い
ら
な
く
な
ℕ
た
物
や
使
ℕ
て
い

な
い
も
の
を
販
売
し
ま
す
Ί

◎
環
境
を
考
え
る
コ
ー
ナ
ー

　
環
境
に
関
す
る
ク
イ
ズ
を
実
施
し
ま
す
Ί

環
境
保
全
の
大
切
さ
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま

す
Ί

◎
ご
み
収
集
・
リ
サ
イ
ク
ル
分
別
体
験
コ
ー
ナ
ー

　
ご
み
収
集
車
を
展
示
し
Ὶ
ご
み
収
集
と
リ

サ
イ
ク
ル
の
分
別
を
体
験
で
き
ま
す
Ί

◎
お
も
ち
ゃ
病
院
出
張
診
療

　
壊
れ
た
お
も
ち
ℵ
の
簡
単
な
修
理
を
行
い

ま
す
Ί

◎
鴨
田
エ
コ
パ
ー
ク
Ｐ
Ｒ
コ
ー
ナ
ー

　
し
尿
や
浄
化
槽
汚
泥
Ὶ
事
業
所
か
ら
出
る

生
ご
み
を
処
理
し
て
再
利
用
す
る
施
設
の
紹

介
を
行
い
ま
す
Ί
希
望
者
に
は
施
設
で
生
産

さ
れ
た
堆
肥
の
配
布
申
込
み
を
受
け
付
け
ま

す
Ί

▼
問
合
せ
　
建
設
課
環
境
・
安
全
係
　
Ԡ
28

・
０
９
１
６
　
土
木
・
農
政
係
　
Ԡ
28
・
０

３
８
０

11/8 11/5・28

Ｊ
ア
ラ
ー
ト
に
よ
る

訓
練
放
送
を
行
い
ま
す

な
く
そ
う
不
法
投
棄
と

フ
ン
の
放
置

︻
主
な
イ
ベ
ン
ト
︼

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

︵
町
民
意
見
︶を
募
集
し
ま
す

11/4〜18

　
ご
み
の
不
法
投
棄
や
Ὶ
散
歩
中
の
犬
の

フ
ン
の
放
置
は
Ὶ
周
辺
住
民
に
迷
惑
を
掛

け
ま
す
Ί

　
ご
み
は
そ
れ
ぞ
れ
が
責
任
を
持
ℕ
て
ル

ῴ
ル
を
守
ℕ
て
処
理
し
て
く
だ
さ
い
Ί

　
ま
た
Ὶ
犬
の
散
歩
中
に
排
せ
つ
さ
せ
る

場
合
は
Ὶ
フ
ン
は
必
ず
袋
に
入
れ
て
持
ち

帰
ℕ
て
く
だ
さ
い
Ί

▼
問
合
せ
　
建
設
課
環
境
・
安
全
係
　
Ԡ

28
・
０
９
１
６
　

　
病
原
性
が
高
く
ま
ん
延
の
お
そ
れ
の
あ

る
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
の
発
生
に
備
え
Ὶ

豊
山
町
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
行

動
計
画 
仮
称
 を
策
定
し
ま
す
Ί

　
計
画
案
に
つ
い
て
Ὶ
広
く
町
民
の
方
々
の
ご

意
見
を
お
聞
き
す
る
た
め
Ὶ
パ
ブ
リ
兊
ク
コ
メ

ン
ト
を
募
集
し
ま
す
Ί

　
計
画
案
は
Ὶ
町
ホ
ῴ
ム
ペ
ῴ
ジ
に
掲
載
す
る

ほ
か
Ὶ
役
場
一
階
情
報
公
開
コ
ῴ
ナ
ῴ
Ὶ
保
健

セ
ン
タ
ῴ
で
閲
覧
で
き
ま
す
Ί

▼
募
集
期
間
　
十
一
月
四
日
 
火
 
Ό
十
一

月
十
八
日
 
火
 
▼
提
出
先
　
ϱ
郵
送
の
場

合
　
〒
四
八
〇-

〇
二
九
二 
住
所
記
載
不
要
  

豊
山
町
保
健
セ
ン
タ
ῴ
Ὶϲ
メ
ῴ
ル
の
場
合 

h
o

k
e

n
-c

e
n

te
r@

to
w

n
.to

y
o

y
a

m
a

.lg
.

jp 

ϳ
Ｆ
Ａ
Ｘ
の
場
合
　
　
28
・
０
０
６
１

▼
問
合
せ
　
保
健
セ
ン
タ
ῴ
　
Ԡ
28
・
３

１
５
０

▼

▼ ▼

ち く う じ ん

R

地空人くんが

中部国際空港での

決選投票に参加します！

地空人くんが

中部国際空港での

決選投票に参加します！

地空人くんが

中部国際空港での

決選投票に参加します！
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平
成
二
十
七
年
一
月
十
九
日
 
月
 
か
ら

平
成
二
十
七
年
六
月
三
十
日
 
火
 
ま
で
勤

務
で
き
る
非
常
勤
職
員
を
募
集
し
ま
す
Ί

▼
業
務
内
容
　
個
人
住
民
税
の
課
税
資
料
の

整
理
と
点
検
Ὶ
パ
ソ
コ
ン
の
入
力
業
務
▼
募

集
人
数
　
二
人
▼
勤
務
場
所
　
豊
山
町
役
場

▼
勤
務
日
　
月
曜
日
Ό
金
曜
日
 
祝
日
等
を

除
く
 
▼
勤
務
時
間
　
午
前
八
時
三
十
分
Ό

午
後
五
時
十
五
分
の
間
で
六
時
間
Ί
た
だ
し
Ὶ

金
曜
日
の
み
五
時
間
▼
賃
金
　
時
給
八
百
六

十
円
　
交
通
費
二
ҵ
以
上
別
途
支
給
▼
勤
務

条
件
　
豊
山
町
非
常
勤
職
員
等
に
関
す
る
取

扱
要
綱
に
よ
り
ま
す
▼
応
募
資
格
　
平
成
二

十
七
年
一
月
十
九
日
 
月
 
か
ら
平
成
二
十

七
年
六
月
三
十
日
 
火
 
ま
で
勤
務
で
き
る

二
十
歳
以
上
六
十
五
歳
ま
で
の
方
 
学
生
は

不
可
 
▼
提
出
書
類
　
市
販
の
履
歴
書(

写

真
付
き
 
▼
申
込
み
　
十
一
月
十
四
日 
金
 

ま
で
に
役
場
一
階
四
番
窓
口
税
務
課
に
持
参

ま
た
は
郵
送 
 
当
日
消
印
有
効
 
し
て
く
だ

さ
い
▼
送
付
先
・
問
合
せ
　
〒
四
八
〇
ῶ
〇

二
九
二
 
住
所
記
載
不
要
 
豊
山
町
税
務
課

課
税
係
　
Ԡ
28
・
２
４
３
４

　
昭
和
五
十
六
年
五
月
三
十
一
日
以
前
に
着

工
さ
れ
た
木
造
住
宅
を
対
象
に
無
料
耐
震
診

断
の
申
込
み
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
Ί

　
詳
し
く
は
都
市
計
画
課
地
域
振
興
係
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
Ί

▼
申
込
み
・
問
合
せ
　
都
市
計
画
課
地
域
振

興
係
　
Ԡ
28
・
２
４
６
３

　
学
習
等
供
用
施
設
 
東
部
・
新
栄
・
冨

士
 
の
利
用
を
Ὶ
平
成
二
十
七
年
四
月
一

日
以
降
の
利
用
分
か
ら
有
料
化
し
ま
す
Ί

利
用
者
の
方
々
に
経
費
の
一
部
を
ご
負
担

い
た
だ
く
も
の
で
す
Ί
な
お
Ὶ
利
用
目
的

の
公
共
性
・
公
益
性
に
応
じ
て
Ὶ
減
額
・

免
除
の
措
置
を
設
け
ま
す
Ί
ご
理
解
Ὶ
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
Ί

▼
問
合
せ
　
社
会
教
育
セ
ン
タ
ῴ
　
Ԡ
28

・
５
３
３
５

▼
追
加
工
事
店
　
株
式
会
社
イ
ト
ウ
 
犬
山

市
羽
黒
栄
四
丁
目
三
番
地
一
 
Ԡ
65
・
７
２

０
８
▼
問
合
せ
　
都
市
計
画
課
下
水
道
係
　

Ԡ
28
・
０
９
４
０

指
定
管
理
者
を

募
集
し
ま
す

　
指
定
管
理
者
制
度
は
Ὶ
公
の
施
設
の
管
理

運
営
に
民
間
の
能
力
を
活
用
し
て
Ὶ
サ
ῴ
ビ

ス
向
上
や
経
費
節
減
を
図
る
こ
と
を
目
的
と

し
た
制
度
で
す
Ί

　
町
で
は
Ὶ
豊
山
ス
カ
イ
プ
ῴ
ル
と
豊
山
町

学
習
等
供
用
施
設
の
指
定
管
理
者
を
募
集
し

ま
す
Ί

▼
対
象
施
設
　
ϱ
豊
山
ス
カ
イ
プ
ῴ
ル
ϲ

豊
山
町
学
習
等
供
用
施
設
 
東
部
学
習
等

供
用
施
設
Ὶ
冨
士
学
習
等
供
用
施
設
Ὶ
新

栄
学
習
等
供
用
施
設
 
▼
指
定
期
間
　
平

成
二
十
七
年
四
月
一
日
Ό
平
成
三
十
二
年

三
月
三
十
一
日
▼
選
定
方
法
　
豊
山
町
公

の
施
設
指
定
管
理
者
選
定
審
議
会
の
審
議
に

よ
り
候
補
者
を
選
定
し
た
上
で
Ὶ
議
会
の

議
決
を
経
て
決
定
し
ま
す
▼
募
集
要
項
の
配

布
　
十
一
月
一
日
 
土
 
Ό
十
二
月
十
七
日

 
水
 
午
前
八
時
三
十
分
Ό
午
後
五
時
十
五

分
▼
配
布
場
所
　
役
場
三
階
九
番
窓
口
生
涯

学
習
課
 
土
・
日
・
祝
休
日
除
く
 
ま
た
は

社
会
教
育
セ
ン
タ
ῴ
 
月
曜
除
く
 
▼
申
込

み
　
十
二
月
五
日
 
金
 
Ό
十
二
月
十
七
日

 
水
 
の
午
前
八
時
三
十
分
Ό
午
後
五
時
十

五
分
ま
で
に
Ὶ
役
場
三
階
九
番
窓
口
生
涯
学

習
課
ま
た
は
社
会
教
育
セ
ン
タ
ῴ
へ
直
接
持

参
し
て
く
だ
さ
い
Ί
な
お
Ὶ
十
一
月
十
九
日

 
水
 
に
開
催
す
る
説
明
会
へ
の
出
席
を
Ὶ

申
込
の
必
須
条
件
と
し
ま
す
▼
問
合
せ
　
社

会
教
育
セ
ン
タ
ῴ
　
Ԡ
28
・
５
３
３
５

非
常
勤
職
員
を
募
集
し
ま
す

無
料
耐
震
診
断
を

受
け
て
く
だ
さ
い

排
水
設
備
指
定
工
事
店
を
追
加
し
ま
し
た

指定管理者指定までのスケジュール

実施内容 期　　間

募集要項と業務仕様書の配布 11月1日(土)〜12月17日(水)

説明会 11月19日(水)

質問受付 11月20日(木)〜11月28日(金)

質問回答 12月5日(金)

申請受付 12月5日(金)〜12月17日(水)

審査 平成27年1月頃

指定管理者の指定と基本協定締結 平成27年3月頃

指定管理の開始 平成27年4月1日(水)〜

供
用
施
設
の
利
用
を

有
料
化
し
ま
す

利用料金表

利用区分 １時間当たりの
利用料金の額 （円）

東
部
学
習
等
供
用
施
設

新
栄
学
習
等
供
用
施
設

冨
士
学
習
等
供
用
施
設

1
階

2
階

1
階

1
階

会議室1

会議室2

休養室

休養室

学習室

会議室

会議室

集会室

集会室

集会室

100

100

200

200

200

200

100

100

100

200

100



　
町
長
が
住
民
の
方
々
か
ら
直
接
Ὶ

町
政
に
関
し
て
ご
意
見
を
聴
く
機
会

で
す
Ί

　
一
組
に
つ
き
Ὶ
三
十
分
の
時
間
で
Ὶ

町
長
と
お
話
し
し
て
い
た
だ
き
ま
す
Ί

▼
と
　
き
　
十
一
月
二
十
七
日
 
木
 

午
前
九
時
Ό
正
午
▼
と
こ
ろ
　
役
場

一
階
　
監
査
委
員
室
▼
対
　
象
　
町

内
に
在
住
・
在
勤
の
個
人
ま
た
は
五

人
ま
で
の
団
体
▼
募
集
数
　
六
組
 
応

募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
 
▼
締
切

り
　
十
一
月
十
四
日
 
金
 
▼
申
込

み
・
問
合
せ
　
総
務
課
企
画
財
政
・

情
報
係
　
Ԡ
28
・
０
９
１
３

﹁
町
長
と
の
対
話
﹂を

行
い
ま
す

相
　
　
　
　
　
　
　
談

　
住
民
票
の
写
し
や
各
種
証
明
書
な
ど
を
持

ち
帰
る
際
に
使
用
す
る
広
告
入
り
封
筒
を
Ὶ

無
償
で
提
供
し
て
い
た
だ
け
る
事
業
者
を
募

集
し
ま
す
Ί

▼
封
筒
の
種
類
　
窓
口
用
封
筒
 
住
民
課
・

税
務
課
窓
口
に
設
置
予
定
 
▼
規
格
・
枚

数
　
角
形
二
号
・
五
千
枚
Ὶ
角
形
六
号
・

五
千
枚
▼
広
告
掲
載
範
囲
　
表
面
・
裏
面

と
も
封
筒
下
部
Ὶ
面
積
三
分
の
一
以
下
▼

申
込
み
　
申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
し
Ὶ

十
一
月
十
四
日
 
金
 
ま
で
に
役
場
三
階
十

番
窓
口
総
務
課
に
持
参
ま
た
は
郵
送
 
当
日

消
印
有
効
 
し
て
く
だ
さ
い
Ί
申
込
用
紙
は

総
務
課
窓
口
に
あ
り
ま
す
Ί
ま
た
Ὶ
ホ
ῴ
ム

ペ
ῴ
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ῴ
ド
で
き
ま
す
▼

送
付
先
・
問
合
せ
　
〒
四
八
〇
ῶ
〇
二
九
二

 
住
所
記
載
不
要
 
豊
山
町
総
務
課
企
画
財

政
・
情
報
係
　
Ԡ
28
・
０
９
１
３

広
告
入
り
窓
口
封
筒
の

無
償
提
供
者
を
募
集
し
ま
す

　
ち
り
め
ん
じ
ℵ
こ
に
混
じ
ℕ
た
不
思
議
な

生
き
物
た
ち
を
探
し
だ
し
Ὶ
図
鑑
で
調
べ
ま

す
Ί

▼
と
　
き
　
十
一
月
十
七
日
 
月
 
午
前
十

時
Ό
午
前
十
一
時
三
十
分
▼
と
こ
ろ
　
し

い
の
木
児
童
セ
ン
タ
ῴ
▼
対
　
象
　
小
学

生
▼
定
　
員
　
二
十
名 (

定
員
に
な
り
次
第

締
切
り) 

▼
申
込
み
　
各
児
童
館
▼
問
合
せ

し
い
の
木
児
童
セ
ン
タ
ῴ
　
Ԡ
39
・
０
１
１

４

児
童
館
で
イ
ベ
ン
ト
を

開
催
し
ま
す

広報とよやま平成26年11月号

町政あんない11

町

政

あ

ん

な

い

●よろず相談
と　き　11月19日（水）
　　　　午後1時〜午後3時
ところ　役場3階　会議室3
相談員　行政相談委員
　　　　人権擁護委員
問合せ　総務課総務・防災係 ☎28・6003　
　　　　福祉課福祉・少子係 ☎28・0912

●消費生活相談
と　き　11月19日（水）
　　　　午後1時〜午後3時
ところ　役場3階　会議室3
相談員　消費生活相談員
問合せ　都市計画課地域振興係 ☎28・2463

●いのちの相談
「いのちの電話」（通話無料）
受付時間　毎月10日　
　　　　　午前8時〜翌日の午前8時まで
　　　　　☎0120・738・556

「名古屋いのちの電話」（通話有料）
受付期間　24時間いつでも
　　　　　☎052・931・4343
問合せ　福祉課福祉・少子係  ☎28・0912

●子育て相談
と　き　月曜日〜金曜日（祝日除く）
　　　　午前10時〜午後3時
ところ　各保育園
相談員　町保育士
問合せ　豊山保育園　☎28・2888
　　　　冨士保育園　☎28・3459
　　　　青山保育園　☎28・3562

●身体障がい者等相談
と　き　11月11日（火）
　　　　午前10時〜午前11時30分
ところ　総合福祉センター
　　　　しいの木2階　相談室
　　　　☎39・0776（電話相談可）
相談員　身体障害者相談員
問合せ　福祉課福祉･少子係　☎28・0912

●母子家庭自立支援・就業相談
と　き　11月11日(火)
　　　　午前10時〜午後3時30分
ところ　役場1階　相談室
相談員　愛知県母子自立支援員
問合せ　福祉課福祉・少子係　☎28・0912

●女性相談
と　き　11月20日（木）
　　　　午前10時〜午後3時30分
ところ　役場1階　相談室
相談員　愛知県女性相談員
問合せ　福祉課福祉・少子係　☎28・0912

●家庭児童相談
と　き　11月21日（金）
　　　　午後1時〜午後3時
ところ　保健センター2階　研修室
相談員　愛知県家庭相談員
問合せ　保健センター　☎28・3150

●ひまわり児童館子育て相談
と　き　11月21日（金）
　　　　午前10時30分〜午前11時30分
場　所　ひまわり児童館集会室
相談員　愛知県家庭相談員
問合せ　ひまわり児童館
　　　　☎39・3600　

●教育相談
と　き　月曜日〜金曜日(祝日除く)
　　　　午前9時〜午後4時
　　　　 ☎0120・28・7867
ところ　新栄学習等供用施設
相談員　町教育相談員
問合せ　学校教育課学校教育係 
　　　　☎28・2211

ナヤムナ

●心配ごと相談
と　き　11月18日（火）
　　　　午後1時30分〜午後3時
ところ　総合福祉センター
　　　　しいの木2階　相談室
相談員　民生児童委員
問合せ　社会福祉協議会　☎29・0002

(※要予約)

11/17

野焼きは禁止されています
　家庭から出るごみや草・木を燃やすことは、次の例外を除

いて禁止されています。

・たき火など、日常生活を営む上で通常行われる軽微な場合

・どんと焼きなどの風俗慣習上又は宗教上の行事を行うため

　に必要な場合

・農業などを営むためにやむを得ないものとして行う場合

・学校教育や社会教育活動に必要なものとして行われる場合

　なお、これらの場合でも、煙や灰の飛散など、近隣の方の

迷惑にならないように注意してください。

　問合せ　建設課環境・安全係　Ԡ28・0916▼



　と　き　11月20日（木）
　　　　　午後1時〜午後4時
　ところ　北名古屋市社会福祉協議会
　　　　　本所　1階相談室
　相談内容　不動産に関する取引と悩　
　　　　　みごと
　　　　　秘密は厳守します
　問合せ　公益社団法人愛知県宅地建
物取引業協会　西尾張支部　☎0586・81・
3344　　0586・81・3354

▼
▼

▼
▼

広報とよやま平成26年11月号

情報コーナー12

情報コーナー

子
ど
も
若
者
育
成

支
援
強
調
月
間
で
す

　
名
古
屋
西
税
務
署
で
は
、
平
成
二
十

六
年
分
の
年
末
調
整
お
よ
び
青
色
申
告

決
算
に
関
す
る
説
明
会
を
表
の
と
お
り

開
催
し
ま
す
。

▼
問
合
せ
　
名
古
屋
西
税
務
署
　
☎
０

５
２
・
５
２
１
・
８
２
５
１
︵
自
動
音

声
に
よ
り
案
内
し
て
お
り
ま
す
。
お
問

合
せ
の
際
は
、
﹁
２
﹂
を
選
択
し
て
く

だ
さ
い
。
︶

　
愛
知
県
最
低
賃
金
は
、
十
月
一
日
か

ら
﹁
時
間
額 

八
百
円
﹂
に
改
正
さ
れ

ま
し
た
。

　
日
給
制
、
月
給
制
の
労
働
者
の
場
合

は
、
時
間
当
た
り
の
金
額
に
換
算
し
て

最
低
賃
金
の
時
間
額
八
百
円
と
比
較
し

ま
す
。
ま
た
、
愛
知
県
の
特
定
︵
産
業

別
︶
最
低
賃
金(

七
業
種)

に
つ
い
て
は
、

現
在
、
改
正
等
の
た
め
調
査
審
議
中
で

す
の
で
、
今
後
の
改
正
状
況
に
注
意
し

て
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
　
名
古
屋
西
労
働
基
準
監
督

署
　
☎
０
５
２
・
４
８
１
・
９
５
３
３

　
０
５
２
・
４
８
１
・
２
０
６
８

　
Ｄ
Ｖ
、
セ
ク
ハ
ラ
、
ス
ト
ー
カ
ー
行

為
と
い
っ
た
女
性
に
関
す
る
人
権
問
題

に
つ
い
て
、
強
化
週
間
を
設
け
て
相
談

に
応
じ
ま
す
。

　
強
化
週
間
中
は
、﹁
女
性
の
人
権
ホ
ッ

ト
ラ
イ
ン
﹂
の
電
話
回
線
を
増
設
し
、

通
常
の
相
談
時
間
を
延
長
し
て
土
曜
日
・

日
曜
日
も
対
応
し
ま
す
。

　
相
談
内
容
の
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま

す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
と
　
き
　
十
一
月
十
七
日︵
月
︶〜
十

一
月
二
十
三
日︵
日
︶　
＊
十
七
日︵
月
︶

〜
二
十
一
日︵
金
︶は
午
前
八
時
三
十
分

〜
午
後
七
時
　
二
十
二
日︵
土
︶・
二
十

三
日︵
日
︶は
午
前
十
時
〜
午
後
五
時
▼

と
こ
ろ
　
名
古
屋
法
務
局
人
権
擁
護
部

▼
相
談
専
用
電
話
︵
女
性
の
人
権
ホ
ッ

ト
ラ
イ
ン
︶
☎
０
５
７
０
・
０
７
０
・

８
１
０
▼
問
合
せ
　
名
古
屋
法
務
局
人

権
擁
護
部
　
☎
０
５
２
・
９
５
２
・
８

１
１
１

国や県などの情

報をまとめてお

知らせします。

　
名
古
屋
市
中
央
卸
売
市
場
北
部
市
場

は
、
野
菜
や
果
物
、
魚
な
ど
多
種
多
様

な
生
鮮
食
料
品
を
全
国
の
産
地
か
ら
集

荷
し
、
消
費
者
へ
安
定
的
に
供
給
す

る
と
い
う
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま

す
。

　
こ
う
し
た
産
地
か
ら
消
費
者
ま
で
の

生
鮮
食
料
品
の
流
れ
を
﹁
食
の
物
語
﹂

と
し
て
と
ら
え
、
消
費
者
に
紹
介
す
る

イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。
内
容
は
、

食
材
食
べ
比
べ
、
産
地
紹
介
、
食
育
事

業
、
ス
テ
ー
ジ
、
ゲ
ー
ム
な
ど
を
予
定

し
て
い
ま
す
。

　
駐
車
場
は
混
雑
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

で
き
る
限
り
自
転
車
や
、
徒
歩
で
ご
来

場
く
だ
さ
い
。

▼
と
　
き
　
十
一
月
九
日
︵
日
︶ 

午
前

九
時
〜
午
後
一
時
▼
と
こ
ろ
　
名
古
屋

市
中
央
卸
売
市
場
北
部
市
場
内
▼
入
場

料
　
無
料
▼
問
合
せ
　
名
古
屋
市
中
央

卸
売
市
場
北
部
市
場
活
性
化
委
員
会
事

務
局 

☎
０
５
２
・
９
0
3
・
2
1
1

2
 

　
０
５
２
・
9
0
3
・
2
1
0
8

自衛官募集

北
部
市
場
﹁
食
の
物
語
フ
ェ
ア
﹂
を

開
催
し
ま
す

11/9

女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

強
化
週
間
を
実
施
し
ま
す

11/17〜23

年
末
調
整
等
説
明
会
を

開
催
し
ま
す

愛
知
県
最
低
賃
金
改
正
の

お
知
ら
せ

11/13

　
十
一
月
一
日
か
ら
三
十
日
ま
で
は
平

成
二
十
六
年
度
子
ど
も
若
者
育
成
支
援

強
調
月
間
で
す
。
県
と
県
青
少
年
育
成

会
議
は
﹁
育
て
よ
う
　
自
分
に
勝
て
る

子
　
負
け
な
い
子
﹂
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に

し
て
、
県
民
運
動
を
展
開
し
ま
す
。

　
家
庭
は
子
ど
も
が
社
会
生
活
を
獲
得

す
る
最
初
の
単
位
で
す
。
食
、
睡
眠
、

あ
い
さ
つ
な
ど
社
会
生
活
が
で
き
る
習

慣
を
身
に
つ
け
て
社
会
に
巣
立
て
る
よ

う
に
育
ん
で
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
　
愛
知
県
県
民
生
活
部
社
会

活
動
推
進
課
　
☎
０
５
２
・
９
５
４
・

６
１
７
５
　
　
０
５
２
・
９
７
１
・
８

７
３
６
　
豊
山
町
生
涯
学
習
課
生
涯
学

習
係
　
☎
28
・
０
３
９
６

不動産無料相談

採用種目 陸上自衛隊　高等工科学校生徒（男子） 自衛官候補生（男子）

特別職国家公務員

平成27年４月上旬

身分

応募資格

試験期日

受付期間

採用期日

申込み・

　問合せ

平成27年４月１日現在、
15歳以上17歳未満（平成
10年４月２日から平成12
年４月１日までの間に生
まれた者）

平成26年11月１日（土）か
ら平成27年１月9日（金）
まで （締切日必着）

自衛隊愛知地方協力本部　
小牧地域事務所
☎７３・２１９０
豊山町内自衛官募集相談員　
熊沢直紀　
☎２８・００９８

第１次試験 
　平成27年1月24日（土）
第２次試験 
　第１次試験合格者のみ
　行います。平成27年２月
　５日（木）から８日（日）
　までの間の指定する１日

平成27年４月１日現在、
18歳以上27歳未満（昭和
63年４月２日から平成９
年４月１日までの間に生
まれた者）

受付時に通知

年間を通じて受付

年末調整等説明会 青色申告決算等説明会

と　き
11月13日（木）
午後1時30分〜
午後3時30分

11月13日（木）
午前10時〜正午

ところ
北名古屋市総合
体育館市民ホール

北名古屋市総合
体育館１階研修室

対　象 法人・個人の方 個人の青色申告の方

内　容

年末調整のしかた
法定調書・給与支払報
告書の書き方
＊事前にお送りする書
類をご持参ください。

決算書の書き方等
＊青色決算書用紙は、確定
申告書用紙等に同封されま
す。



　
個
人
事
業
税
は
、
個
人
で
事
業
を
営

む
方
に
か
か
る
税
金
で
す
。
第
二
期
分

の
納
期
限
は
十
二
月
一
日
︵
月
︶
で
す
。

十
一
月
中
旬
に
県
か
ら
納
付
書
を
お
送

り
し
ま
す
の
で
、
最
寄
り
の
金
融
機
関
、

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
ま
た
は
県
税

事
務
所
で
納
め
て
く
だ
さ
い
。

　P
ay-e

a
sy

︵
ペ
イ
ジ
ー
︶
に
対
応
し

て
い
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
バ
ン
キ
ン
グ

や
Ａ
Ｔ
Ｍ
を
利
用
し
て
納
付
す
る
こ
と

も
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、
領
収
証
書
は

発
行
さ
れ
ま
せ
ん
の
で
、
必
要
な
方
は

金
融
機
関
な
ど
の
窓
口
で
納
付
し
て
く

だ
さ
い
。

○
口
座
振
替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　
納
税
に
は
、
便
利
で
安
全
な
口
座
振

替
の
制
度
が
あ
り
ま
す
。
ご
希
望
の
方

は
預
︵
貯
︶
金
口
座
に
ご
使
用
の
印
鑑

と
通
帳
を
お
持
ち
の
う
え
、
取
引
を
さ

れ
て
い
る
金
融
機
関
の
窓
口
で
手
続
き

を
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
　
愛
知
県
名
古
屋
北
部
県
税

事
務
所
　
課
税
第
一
課
県
民
税
・
事
業

税
第
二
グ
ル
ー
プ
　
☎
０
５
２
・
５
３

１
・
６
３
０
４
︵
ダ
イ
ヤ
ル
イ
ン
︶
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保
険
料
控
除
証
明
書
は

大
切
に
し
て
く
だ
さ
い

保
険
料
の
後
納
制
度
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

　
十
一
月
三
十
日
は
年
金
の
日
で
す
。

年
金
記
録
や
将
来
の
年
金
受
給
見
込
額

を
確
認
し
、
未
来
の
生
活
設
計
に
つ
い

て
考
え
て
く
だ
さ
い
。

　
﹁
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
﹂
を
ご
利
用
い

た
だ
く
と
、
い
つ
で
も
ご
自
身
の
年
金

記
録
を
確
認
で
き
る
ほ
か
、
将
来
の
年

金
受
給
見
込
額
に
つ
い
て
、
ご
自
身
の

年
金
記
録
を
基
に
様
々
な
パ
タ
ー
ン
の

試
算
を
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　﹁
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
﹂
に
つ
い
て
は
、

日
本
年
金
機
構
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご

確
認
い
た
だ
く
か
、
名
古
屋
西
年
金
事

務
所
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
　
名
古
屋
西
年
金
事
務
所
　

☎
０
５
２
・
５
２
４
・
６
８
５
５

名古屋空港だより【11月号】

『�芸術の秋�CLASSIC�CONCERT！』

と　き：11月14日（金）

　　　　午後5時〜

出　演：名古屋芸術大学

　　　　「クラリネット八重奏団」

★Heart-full�smile�ミニライブ★

『�ペン習字展�』

と　き：11月19日（水）〜�11月28日（金）

出　展：豊山町文化クラブ

　　　　「�豊山ペン習字教室�」

★Heart-full�smile�ミニギャラリー★

○イベント参加は全て無料・会場はターミナルビル1階です。　

　問合せ：名古屋空港ビルディングֲ　☎28-5633

なごぴょん

個
人
事
業
税
の
納
税
を

お
忘
れ
な
く

【お知らせ】

　12月下旬まで第一駐車場閉鎖のため、駐車スペースが大幅に減

少しています。ご迷惑をおかけし申し訳ありません。空港へお越

しの際は、公共交通機関のご利用をお願いいたします。

十
一
月
三
十
日
は

年
金
の
日
で
す

　
国
民
年
金
保
険
料
は
、
所
得
税
と
住

民
税
の
申
告
に
お
い
て
、
全
額
が
社
会

保
険
料
控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。
そ

の
年
の
一
月
一
日
か
ら
十
二
月
三
十
一

日
ま
で
に
納
付
し
た
保
険
料
が
該
当
し

ま
す
。

　
こ
の
社
会
保
険
料
控
除
を
受
け
る
た

め
に
は
、
支
払
っ
た
こ
と
を
証
明
す
る

書
類
の
添
付
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま

す
。
平
成
二
十
六
年
一
月
一
日
か
ら
九

月
三
十
日
ま
で
の
間
に
国
民
年
金
保
険

料
を
納
付
さ
れ
た
方
に
は
、
社
会
保
険

料︵
国
民
年
金
保
険
料
︶控
除
証
明
書
が

十
一
月
上
旬
ま
で
に
日
本
年
金
機
構
か

ら
送
付
さ
れ
ま
す
。
年
末
調
整
や
確
定

申
告
の
際
に
は
必
ず
こ
の
証
明
書
も
し

く
は
領
収
証
書
を
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
十
月
一
日
か
ら
十
二
月
三
十

一
日
ま
で
の
間
に
今
年
初
め
て
国
民
年

金
保
険
料
を
納
付
さ
れ
た
方
に
は
、
平

成
二
十
七
年
の
二
月
上
旬
に
送
付
さ
れ

ま
す
。

　
ご
家
族
の
国
民
年
金
保
険
料
を
納
付

し
た
場
合
も
、
納
付
し
た
本
人
の
社
会

保
険
料
控
除
の
申
告
に
加
え
る
こ
と
が

で
き
ま
す
の
で
、
ご
家
族
あ
て
に
送
ら

れ
た
控
除
証
明
書
を
添
付
し
て
申
告
し

て
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
　
名
古
屋
西
年
金
事
務
所
　

☎
０
５
２
・
５
２
４
・
６
８
５
５

　
国
民
年
金
は
、
二
十
歳
か
ら
六
十
歳

ま
で
の
四
十
年
の
間
、
国
民
年
金
保
険

料
を
納
め
て
い
た
だ
く
こ
と
で
、
六
十

五
歳
か
ら
満
額
の
老
齢
基
礎
年
金
を
受

給
で
き
る
も
の
で
す
。

　
保
険
料
の
納
め
忘
れ
や
、
届
出
忘
れ

で
国
民
年
金
の
資
格
期
間
が
な
い
場
合

は
、
年
金
の
受
給
額
が
少
な
く
な
っ
た

り
、
年
金
そ
の
も
の
が
受
給
で
き
な
く

な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

こ
と
に
な
ら
な
い
た
め
に
、
後
納
制

度
を
利
用
す
る
こ
と
で
、
過
去
十
年

ま
で
さ
か
の
ぼ
っ
て
保
険
料
を
納
付

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

後
納
制
度
を
利
用
で
き
る
の
は
平
成

二
十
七
年
九
月
三
十
日
ま
で
で
す
。

利
用
す
る
方
は
早
め
に
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

　
た
だ
し
、
既
に
老
齢
基
礎
年
金
を

受
給
し
て
い
る
方
や
、
六
十
五
歳
以

上
で
老
齢
基
礎
年
金
の
受
給
資
格
を

お
持
ち
の
方
は
、
後
納
制
度
は
利
用

で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

な
お
、
後
納
制
度
は
事
前
に
お
申
　

し
込
み
い
た
だ
き
、
後
納
保
険
料
を

納
め
ら
れ
る
期
間
を
審
査
し
ま
す
。

詳
し
く
は
年
金
事
務
所
ま
た
は
国
民

年
金
保
険
料
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
に
お
尋

ね
く
だ
さ
い

▼
問
合
せ
　
名
古
屋
西
年
金
事
務
所

☎
０
５
２
・
５
２
４
・
６
８
５
５
　

国
民
年
金
保
険
料
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
　

☎
０
５
７
０
・
０
１
１
・
０
５
０

▼

12/1まで

　10月に実施しました名古屋空港フォ

トコンテストの作品募集には、たくさ

んのご応募をいただきありがとうござ

いました。審査結果は12月中に空港ホ

ームページで発表し、空港ターミナル

ビル内にて展示いたします。
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キ ッ ズ レ ポ ー ト

学  素  人

　講師と一緒に楽しみながら作った飾り巻
き寿司を、家族に振る舞った女性。バウン
ドテニスに一生懸命取り組んでいる男の子。
　今回は生涯学習講座の「飾り巻き寿司講
座」と「バウンドテニス」に参加された方
の声を紹介します。

清
内
路
と
豊
山
町
の
子
ど
も
会

交
流
会
に
参
加
し
て

こ
の
ペ
ー
ジ
に
つ
い
て
の
問
合
せ

生
涯
学
習
課
生
涯
学
習
係
　
☎
28
・
0
3
9
6

バ
ウ
ン
ド
テ
ニ
ス
に
参
加
し
てさ　

ん

　
ぼ
く

は
、
四

年
生
か

ら
ふ
れ

あ
い
ひ

ろ
ば
の

バ
ウ
ン

ド
テ
ニ

ス
を
始

め
ま
し

た
。

　
先
生

か
ら
、

ラ
ケ
ッ
ト
の
に
ぎ
り
方
や
打
ち
方
を
教
え
て
も

ら
い
ま
し
た
。
ボ
ー
ル
を
打
ち
返
す
こ
と
が
大

変
で
、
あ
っ
ち
こ
っ
ち
に
ボ
ー
ル
が
飛
ん
で
し

ま
っ
て
、
コ
ー
ト
の
中
に
ボ
ー
ル
を
入
れ
る
こ

と
が
、
こ
ん
な
に
む
ず
か
し
い
と
は
思
い
ま
せ

ん
で
し
た
。
で
も
、
打
ち
返
し
た
ボ
ー
ル
が
ネ

ッ
ト
を
こ
え
て
コ
ー
ト
の
中
に
入
っ
た
時
や
、

先
生
と
ラ
リ
ー
が
続
い
た
時
は
、
す
ご
く
う
れ

し
か
っ
た
で
す
。

　
五
年
生
に
な
っ
て
、
や
っ
と
こ
の
間
、
先
生

と
ダ
ブ
ル
ス
を
組
ん
で
練
習
試
合
が
で
き
る
ま

で
に
な
り
ま
し
た
。
二
人
で
順
番
に
ボ
ー
ル
を

打
つ
の
は
一
人
で
打
つ
よ
り
も
楽
し
か
っ
た
で

す
。

　
で
も
、
サ
ー
ブ
を
う
ま
く
コ
ー
ト
に
入
れ
る

こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
で
、
も
っ
と
練
習
し

て
上
手
に
な
り
た
い
で
す
。

　
ま
だ
、
友
達
同
士
で
試
合
を
し
た
こ
と
が
な

い
の
で
、
ル
ー
ル
を
覚
え
て
早
く
み
ん
な
で
い

っ
し
ょ
に
や
っ
て
み
た
い
で
す
。

　
バ
ウ
ン
ド
テ
ニ
ス
を
ま
だ
や
っ
た
こ
と
の
な

い
み
な
さ
ん
も
、
四
年
生
か
ら
入
る
こ
と
が
で

き
る
の
で
、
参
加
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

飾
り
巻
き
寿
司
講
座
に
参
加
し
て

石
黒
美
穂
子

奥
　
丈
明

さ　
ん

加
藤
陽
樹
さ　

ん

　
月
一
回
、
計
五
回
の
講
座
で
、
簡
単
な
梅
の

花
・
バ
ラ
か
ら
始
ま
り
、
カ
エ
ル
、
パ
ン
ダ
、

う
さ
ぎ
、
ア
ン
パ
ン
マ
ン
と
進
ん
で
行
き
ま
し

た
。
初
め
て
の
体
験
で
細
か
い
作
業
も
あ
り
、

大
変
な
事
も
あ
り
ま
し
た
が
、
丁
寧
に
わ
か
り

や
す
く
教
え
て
頂
き
ま
し
た
。
巻
き
終
わ
り
包

丁
を
入
れ
て
、
切
り
目
を
見
た
時
は
、
で
き
た

ー
！
と
感
動
し
ま
し
た
。

　
講
師
の
上
田
先
生
は
、
明
る
く
可
愛
い
先
生

で
、
毎
回
と
て
も
楽
し
く
、
あ
っ
と
い
う
間
に

時
間
が
過
ぎ
て
行
く
程
で
し
た
。
ま
た
、
自
分

の
お
店
で
も
教
室
を
開
い
て
お
り
、
そ
こ
で
学

ぶ
事
も
で
き
ま
す
。
︵
手
ご
ね
パ
ン
教
室
も
有
︶

私
も
そ
こ
の
生
徒
の
一
人
で
す
。

　
上
田
先
生
の
他
に
四
人
の
先
生
が
お
み
え
に

な
り
、
各
テ
ー
ブ
ル
を
ま
わ
っ
て
頂
け
る
の
で
、

わ
か
ら
な
い
と
こ
ろ
等
質
問
が
し
や
す
く
、
助

か
り
ま
し
た
。

　
で
き
上
が
っ
た
お
寿
司
は
持
ち
帰
る
事
が
で

き
、
そ
の
日
の
夕
食
に
⋯
家
族
皆
、
特
に
子
供

達
が
、
﹁
か
わ
い
い
！
き
れ
い
！
﹂
と
喜
ん
で

く
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
度
、
講
座
を
通
し
て
珍
し
い
飾
り
巻
き

寿
司
に
出
会
え
た
事
を
、
あ
り
が
た
く
感
謝
し

て
お
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
先
、
季
節
の
行
事
や

お
誕
生
日
等
で
作
り
、
家
族
で
楽
し
み
た
い
と

思
い
ま
す
。

       

　
八
月
二
十
三
日
の
朝
早
い
時
間
。

天
気
を
心
配
し
な
が
ら
役
場
へ
行

き
ま
し
た
。
い
く
つ
か
の
グ
ル
ー

プ
に
分
か
れ
る
と
、
偶
然
、
仲
が

良
い
年
上
の
人
と
同
じ
グ
ル
ー
プ

に
な
っ
て
、
ぼ
く
は
少
し
安
心
し

ま
し
た
。

　
大
型
バ
ス
に
乗
っ
て
清
内
路
に

行
き
ま
し
た
。
清
内
路
に
着
く
と
、
み
ん

な
が
ぼ
く
た
ち
を
か
ん
げ
い
し
て
く
れ
ま

し
た
。

　
川
遊
び
を
す
る
グ
ル
ー
プ
と
魚
の
つ
か

み
ど
り
を
す
る
グ
ル
ー
プ
の
二
つ
に
分
か
れ
、

ぼ
く
た
ち
は
先
に
川
遊
び
を
し
ま
し
た
。

も
う
一
つ
の
グ
ル
ー
プ
と
交
代
し
て
、
今

度
は
ぼ
く
た
ち
が
魚
の
つ
か
み
ど
り
を
し

ま
し
た
。
川
に
い
た
魚
は
イ
ワ
ナ
で
す
。

石
の
下
や
、
す
み
に
い
た
イ
ワ
ナ
を
つ
か

ま
え
ま
し
た
。

　
昼
食
は
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
、
か
ぼ
ち
ゃ
、

き
ゅ
う
り
、
豆
腐
、
イ
ワ
ナ
の
塩
焼
き
で

し
た
。
イ
ワ
ナ
の
塩
焼
き
は
特
に
お
い
し

か
っ
た
の
で
、
お
か
わ
り
を
も
ら
っ
て
、

二
ひ
き
食
べ
ま
し
た
。

　
昼
食
の
後
は
、
紙
飛
行
機
の
作
り
方
を

教
え
て
も
ら
っ
て
、
遠
く
ま
で
飛
ば
す
競

争
を
し
ま
し
た
。
ぼ
く
の
飛
行
機
は
良
く

飛
ん
だ
の
で
、

カ
ブ
ト
ム
シ
を

も
ら
う
事
が
で

き
ま
し
た
。
と

て
も
う
れ
し
か

っ
た
で
す
。
清

内
路
の
子
た
ち

と
の
交
流
が
こ

れ
か
ら
も
続
く

と
い
い
な
と
思

い
ま
す
。



広報とよやま平成26年11月号

まなびすと15

第 

百
七
十
二 

話

﹁
感
動
し
た
体
育
大
会
﹂

九
十
野
の
芝
居

ｆ
ｒ
ｏ
ｍ
　
豊
山
中
学
校　

　
九
月
二
十
六
日
、
豊
山
中
学
校
第
六
十
二

回
体
育
大
会
が
、
﹁
限
界
突
破
　
F
U
L
L
 

M
A
X
﹂
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
に
行
わ
れ

ま
し
た
。
勇
ま
し
く
や
る
気
の
み
な
ぎ
る
行

進
を
見
た
と
き
、
改
め
て
生
徒
の
底
力
に
驚

か
さ
れ
ま
し
た
。

　
開
会
式
で
は
、
選
手
を
代
表
し
て
三
年
Ｄ

組
の
山
田
　
烈
君
が
力
強
い
選
手
宣
誓
を
行

い
、
競
技
に
向
か
う
心
意
気
を
示
し
て
く
れ

ま
し
た
。

　
午
前
中
は
各
種
競
技
の
決
勝
が
行
わ
れ
、

午
後
か
ら
は
恒
例
と
な
っ
て
い
る
女
子
全
員

に
よ
る
綱
引
き
と
、
男
子
全
員
に
よ
る
騎
馬

戦
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
い
ず
れ
も
熱
戦
が
繰

り
広
げ
ら
れ
、
一
人
一
人
の
生
徒
が
、
ク
ラ

ス
や
チ
ー
ム
の
勝
利
の
た
め
に
限
界
ま
で
挑

戦
す
る
姿
は
、
実
に
ほ
ほ
え
ま
し
く
た
の
も

し
く
感
じ
ま
し
た
。

　
特
に
綱
引
き
と
騎
馬
戦
は
、
生
徒
の
全
力

プ
レ
ー
と
観
る
人
の
応
援
と
が
相
ま
っ
て
、

会
場
全
体
が
ま
さ
に
ひ
と
つ
に
な
り
、
大
変

な
盛
り
上
が
り
を
見
せ
ま
し
た
。
勝
っ
て
も

負
け
て
も
お
互
い
に
全
力
を
出
し
切
っ
た
こ

と
を
た
た
え
合
い
、
す
が
す
が
し
い
雰
囲
気

の
う
ち
に
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
体
育
大
会
が
終
わ
り
、
今
は
文
化
祭
に
向

け
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
実
り
の
秋
に
ふ

さ
わ
し
く
、
各
種
行
事
を
通
し
て
一
人
一
人

の
生
徒
が
感
動
と
い
う
名
の
想
い
出
を
胸
に
、

力
強
く
成
長
す
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

　
昭
和
二
十
年
八
月
十
五
日
に
大
東
亜
戦
争

が
終
わ
り
少
し
落
ち
着
い
た
頃
、青
年
団
で

は
み
ん
な
に
喜
ん
で
も
ら
え
る
な
ら
芝
居
で

も
し
よ
う
、と
い
う
こ
と
に
話
が
決
ま
り
ま

し
た
。

　
地
区
ご
と
別
々
に
練
習
す
る
こ
と
に
な
り
、

九
十
野
で
は
演
題
が﹁
南
郷
力
丸
﹂に
決
ま
り

ま
し
た
。

　
青
年
部
長
の
河
村
屋
呉
服
店
の
二
階
を
整

理
し
て
、そ
こ
で
毎
晩
毎
晩
練
習
し
ま
し
た
。

名
古
屋
の
北
区
如
意
か

ら
長
谷
川
先
生
と
林
先

生
が
来
て
く
だ
さ
り
、

せ
り
ふ
や
台
本
を
見
な

が
ら
練
習
す
る
私
た
ち

に
、
親
切
に
教
え
て
く

だ
さ
い
ま
し
た
。

　
せ
り
ふ
が
言
葉
に
出
ず
立
ち
回
り
も
な
か

な
か
で
き
な
く
て
、毎
日
汗
び
っ
し
ょ
り
で

し
た
。

　
大
勢
の
前
で
せ
り
ふ
を
言
う
だ
け
で
も
大

変
な
の
に
、顔
や
首
筋
を
真
っ
白
に
塗
る
の

で
、顔
が
こ
わ
ば
っ
て
気
持
ち
が
悪
か
っ
た

こ
と
を
覚
え
て
い
ま
す
。

　
下
手
な
芝
居
で
も
拍
手
を
い
た
だ
け
る
と

う
れ
し
く
て
、鏡
で
お
化
粧
し
た
自
分
に
見

と
れ
て
い
た
り
、舞
台
に
立
つ
と
せ
り
ふ
を

忘
れ
て
、頭
が
真
っ
白
に
な
っ
た
こ
と
も
あ

り
ま
し
た
。

   

今
は
昔
の
物
語
で
す
。

 

︵
豊
山
町
文
化
財
研
究
会
の
郷
土
文
集
を
参

考
に
し
ま
し
た
︶



個別接種 指定医療機関で予約してく
ださい。


指定医療機関
・杉山医院
・N.キッズレディースクリニック
・とよ山内科クリニック
・わかばファミリークリニック
・まき小児科
・いしぐろクリニック　
および北名古屋市、清須市の指定医療機関
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内　容 と　き 対　象 備　考

母子手帳交付
(妊婦健康相談)

毎週月曜日(3日、24日を除
く)、4日(火)、25日(火)　
午前8時30分〜正午

妊婦 妊娠届出書をご持参ください。ご都合
の悪い方は事前にご連絡ください。　

保健センター
地域包括支援センター

母
子
保
健

成
人
保
健

3か月児健診 11月25日（火）
午後0時30分〜午後１時受付

平成26年7月の出生者 母子手帳と送付したアンケートをご
持参ください。

3歳児健診 平成23年10月〜平成23年11
月までの出生者

母子手帳と送付したアンケートをご
持参ください。

子ども健康相談 11月14日（金）、28日 (金)
午前9時30分〜午前11時30分受付

乳幼児と保護者
 事前に保健センターに予約してくだ
さい。

母乳相談 11月17日 (月)
午前10時〜正午

事前に保健センターに予約してください。
母子手帳、タオル2枚をご持参ください。

母乳相談 11月17日 (月)
午前10時〜正午

3か月児健診までの乳児と母
親および断乳希望の方

事前に保健センターに予約してください。
母子手帳、タオル2枚をご持参ください。

食育ひろば

2歳児すくすく相談
・歯科健診

11月25日（火）
午前10時〜午前11時30分　

11月13日（木）に３歳児健診を受けた
親子と３歳児の方で未参加の方

前日までに保健センターに予約してください。
エプロン、三角巾、タオルをご持参ください。

母子手帳、タオル、歯ブラシ、コップを
ご持参ください。

赤ちゃん広場 11月20日(木)　
午前10時〜11時30分

「離乳食のお話」
場所：保健センター

生後4か月から1歳までの乳
児と母親（誕生月まで参加
できます）

〜いきいき健康教室を開催します〜

指定医療機関
・Ｎ.キッズレディースクリニック
・わかばファミリークリニック　

BCG 

事前に保健センターに予約してくだ
さい。

　高齢者は、加齢や運動をする機会の減少により、足腰の

筋力が低下してきます。

　65歳以上の高齢者の方で介護の必要になる原因は、転倒、

骨折、関節疾患など運動器の機能低下に関係するものが全

体の三割ほどを占めています。

介護が必要な状態にならないためには、足腰の筋力を鍛え

ることが大切です。

　今月は、「家でもできる筋力アップ体操」をテーマに、

いきいき健康教室を開催します。

　教室では、筋力維持につながる体操を楽しく行います。

また、自宅でも簡単にできる体操もご紹介します。

　興味・関心のある方は事前に電話で予約してください。

　と　き　11月18日(火)　午後1時30分〜午後3時30分　

　ところ　総合福祉センターしいの木　2階

　内　容　家でもできる筋力アップ体操　

　申込み・問合せ　地域包括支援センター　☎28・

0932

▲
▲

▲
▲

(ヒブワクチン・小児用肺
炎球菌ワクチン・三種混
合ワクチン、四種混合ワ
クチン、不活化ポリオワ
クチン、二種混合ワクチ
ン、麻疹･風疹ワクチン、
日本脳炎ワクチン、水痘
ワクチン)

「健康の道」
ウォーキング体験

集合場所：保健センター　　　　　
※運動しやすい服装でお越しください　
※水分補給の準備をしてお越しください

住民の方11月19日(水)
集合時間：午前9時15分
青山1周コース（約3.9㎞）

ヒブ・小児用肺炎球菌　生後2か
月〜4歳　
三種混合・四種混合・不活化ポリ
オ　生後3か月〜7歳6か月未満
児
二種混合　小学校6年生　　　
麻疹･風疹混合　生後12か月〜24
か月未満児、年長児
日本脳炎 （1期）満3歳〜7歳6か月
未満児 (2期）9歳〜13歳未満の方
平成7年4月2日〜平成19年4月1
日に生まれた方で未接種の方
水痘　1歳から3歳未満の方（2
回接種）経過措置対象者3歳か
ら5歳未満の方（1回接種）　

こころの健康相談 11月12日（水）
午前10時〜正午

事前に保健センターに予約してくださ
い。

住民の方

成人健康相談 11月26日(水)
午後1時30分〜午後2時30分

保健センターに直接お越しください。住民の方

11月13日(木）

※平成26年10月1日より水痘
　ワクチンの定期接種が開始
　されました。

10月15日（水）〜18日（土）の
特定健康診査を受診した方

11月26日（水）・27日（木） 指定された時間に保健センターにお
越しください。

特定健診結果説明会

平成23年10月生まれの方：午
後0時30分〜午後0時45分受付
平成23年11月生まれの方：午
後0時45分〜午後1時受付

11月4日（火）
2歳児　午前9時15分〜午前9時30分
2歳6か月児　午前10時〜午前10時15分

【集団接種】11月25日（火）
午後1時〜午後2時

【個別接種】指定医療機関で予
約してください。

2歳児 平成24年10月〜平成24年11月までの出生者
2歳6か月児　平成24年4月〜平成24年5月までの出生者

平成26年5月・6月出生者と生後
1歳未満で未接種の方


母子手帳・予診票・体温計をご持参ください。

生後1歳未満の乳児（標準的な
接種時期：生後5か月〜8か月）
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成
人
保
健

健康ほっとサロン
(老人健康相談)　

11月11日(火)、26日(水)
午後2時〜午後3時

11月12日(水)
午後1時30分〜午後2時30分

60歳以上の方

総合福祉センター南館ひまわりで行います。

総合福祉センターしいの木で行います。
老
人
保
健

子宮がん検診 保険証・印鑑を持参して指定医療機関で検診を受けてください。
※30〜40歳の方はＨＰＶ（ヒトパピローマウイルス）検査も同時
に無料で受けることができます。　
【検診料】頚部1,300円　体部800円
【指定医療機関】小林産婦人科、師勝産婦人科、

N.キッズレディースクリニック※Ｎ.キッズレディ
ースクリニックは11月8日（土）22日（土）の午前10
時〜11時30分のみの実施です。（予約必要）

保険証・印鑑を持参し、指定医療機
関で検診を受けてください。　　
【検診料】大腸がん検診300円、肺が
ん検診(胸部Ｘ線) 無料、前立腺がん
検診400円
【指定医療機関】杉山医院、とよ山内科
クリニック、わかばファミリークリニッ
ク、Ｎ．キッズレディースクリニック

【場所】保健センター
【検診料】　　　　　　　　　　　
大腸がん検診300円、肺がん検診（胸
部Ｘ線）無料、肺がん検診（喀痰）400
円、胃がん検診600円、前立腺がん検
診400円、骨粗しょう症検診400円、B・
Ｃ型肝炎検査無料

【場所】保健センター
【検診料】乳がん検診（Ｘ線）1,200
円、乳がん検診（超音波）500円　
　

20歳以上の女性※体部検査
は医師が必要と認めた方の
み

平成27年3月31日（火）まで

平成27年3月31日（火）まで

大腸がん検診

肺がん検診
(胸部Ｘ線)  

前立腺がん検診

骨粗しょう症検診 保険証・印鑑を持参して指定医療機関
で検診を受けてください（予約不要）。
【検診料】400円
【指定医療機関】Ｎ．キッズレディースクリニック

30歳以上の女性

ト
ピ
ッ
ク
ス

が
ん
検
診
を
受
診
し
て
く
だ
さ
い

※対象年齢は平成26年4月1日現在の年齢です。70歳以上の方は検診料が無料です。　
※町障害者医療受給者、住民税非課税の方は検診料が無料です。対象の方で個別検診を受ける場合は事前に保健センターに来所してください。


（◎）検診　　　

内　容 と　き 対　象 備　考

40歳以上の方

40歳以上の方


50歳以上の男性


50歳以上の男性


12月26日（金）まで

大腸がん検診
肺がん検診(胸部Ｘ線)  
肺がん検診(喀痰）
    

前立腺がん検診
30歳以上の女性
骨粗しょう症検診
40歳以上で未検査の方

40歳以上の女性

B・Ｃ型肝炎検査

胃がん検診

40歳以上の方

40歳以上の方

40歳以上の方

40歳以上の方11月6日（木）・11月7日（金）・
8日（土）・10日（月）

　
国
民
の
二
人
に
一
人
は
が
ん
に
か
か
り
、
三
人
に
一
人
は

が
ん
で
亡
く
な
る
今
日
、
が
ん
は
国
民
病
の
一
つ
に
な
り
ま

し
た
。
本
町
の
死
因
の
第
一
位
も
が
ん
で
す
。

　
が
ん
の
原
因
の
多
く
は
タ
バ
コ
や
飲
酒
、
食
事
な
ど
の
生

活
習
慣
に
関
わ
る
も
の
で
す
。
こ
れ
ら
に
気
を
つ
け
る
こ
と

で
発
が
ん
の
リ
ス
ク
を
下
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
が
ん
を
早
期
に
発
見
し
、
治
療
を
行
う
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
医
学
の
進
歩
等
に
よ
っ
て
が
ん
は
約
半
数
の
方
が
治
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
特
に
進
行
し
て
い
な
い
初
期
の
段
階
で

発
見
し
、
適
切
な
治
療
を
行
う
こ
と
で
非
常
に
高
い
確
率
で

治
癒
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
本
町
で
は
集
団
検
診
、
個
別
検
診
を
行
っ
て
お
り
、
ご
自

身
の
都
合
に
合
わ
せ
て
が
ん
検
診
を
受
診
し
て
い
た
だ
け
ま

す
。

▼
問
合
せ
　
保
健
セ
ン
タ
ー
　
☎
28
・
３
１
５
０

風しん予防接種 【指定医療機関】杉山医院・N.キッズレディースクリ
ニック・とよ山内科クリニック・わかばファミリー
クリニック及び北名古屋市、清須市の指定医療機関

妊娠を予定または希望して
いる女性とその夫

指定医療機関で予約してく
ださい。

がん検診受付 【場所】保健センター集団がん検診申し込み希望
の方

10月28日（火）〜11月5日（水）※土日
祝は除く午前8時30分〜午後5時15分

個別検診（◎）

集団検診（◎）

乳がん検診（Ｘ線）


乳がん検診（超音波）

11月10日（月）午後　　　　
11月11日（火）午前・午後

30〜39歳の女性
   11月12日（水）午前・午後


高齢者インフル
エンザ予防接種

平成27年1月31日（土)まで 満65歳以上の方、満60歳〜64
歳までで身体障害者手帳1級
をお持ちの方か、それに準ず
る方（自己負担金額1,000円）

接種は期間中に1回のみです。事前に指定
医療機関に予約をし、接種してください。
予診票は指定医療機関、保健センターで配
布します。

健
康
・
福
祉
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で
応
募
の

あ
っ
た
健
康
・
福
祉
川
柳
の
紹
介

自
立
す
る
　
老
人
め
ざ
し
　
ロ
コ
モ
予
防

︵
Ｐ
・
Ｎ
︶

若
返
り
　
健
康
談
議
　
み
な
笑
顔

︵
櫛
田
︶

姥
ざ
く
ら
　
腹
八
分
で
　
理
想
体

︵
山
森
︶

す
こ
や
か
さ
　
元
気
を
作
る
　
孫
の
声

︵
竹
下
︶
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広報とよやま平成26年11月号

わいわいプラザ18

町
文
化
展
・
芸
能
発
表
会
を

開
催
し
ま
す
　

　
体
育
協
会
主
催
に
よ
る
第
十
九
回
シ

ニ
ア
・
ゴ
ル
フ
大
会
を
行
い
ま
す
。

▼
と
　
き
　
十
二
月
七
日︵
日
︶

▼
と
こ
ろ
　
こ
ぶ
し
ゴ
ル
フ
倶
楽
部

▼
対
　
象
　
町
内
在
住
で
満
五
十
歳
以

上
の
方

▼
募
集
人
数
　
十
二
組
四
十
八
名
︵
定

員
に
な
り
次
第
締
切
り
︶

▼
会
　
費
　
三
千
円
︵
別
途
プ
レ
ー
費

一
万
四
千
八
百
円
︶
※
コ
ー
ヒ
ー
・
昼

食
ド
リ
ン
ク
付

▼
競
技
方
法
　
新
ぺ
リ
ア
︵
打
数
・
Ｈ

Ｃ
・
無
制
限
︶

▼
申
込
方
法
　
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・

Ｈ
Ｃ
を
明
記
し
て
事
務
局
に
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い

▼
申
込
み
・
問
合
せ
　
豊
山
町
体
育
協

会
　
☎
28
・
２
２
１
２
　
豊
山
シ
ニ
ア
・

ゴ
ル
フ
倶
楽
部
事
務
局︵
�
東
友
内
︶　

☎
28
・
３
４
４
７
　
　
28
・
４
４
８
８

☎
28
・
４
７
２
８︵
夜
間
・
白
鳥
︶

町
民
グ
ラ
ウ
ン
ド

ゴ
ル
フ
大
会
結
果

チ
ュ
ッ
ク
ボ
ー
ル
大
会

参
加
チ
ー
ム
を
募
集
し
ま
す

　
体
育
協
会
主
催
に
よ
る
第
二
十
五
回

町
民
チ
ュ
ッ
ク
ボ
ー
ル
大
会
を
開
催
し

ま
す
。

▼
と
　
き
　
十
二
月
二
十
一
日
︵
日
︶ 

午
前
八
時
四
十
分
〜

▼
と
こ
ろ
　
社
会
教
育
セ
ン
タ
ー
ア
リ

ー
ナ

▼
対
　
象
　
中
学
生
以
上

▼
参
加
費
　
一
人
二
百
円
︵
中
学
生
は

百
円
︶

▼
申
込
み
　
五
〜
七
人
一
チ
ー
ム
で
十

一
月
三
十
日︵
日
︶ま
で
に
体
育
協
会
へ

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い

▼
練
習
日
　
Ａ
・
Ｂ
級
　
十
二
月
七
日

︵
日
︶、十
一
日︵
木
︶、十
四
日︵
日
︶、十

八
日︵
木
︶　
Ｃ
級
　
十
二
月
七
日︵
日
︶、

十
日︵
水
︶、十
四
日︵
日
︶、十
七
日︵
水
︶

午
後
七
時
　
社
会
教
育
セ
ン
タ
ー
ア
リ

ー
ナ
で
行
い
ま
す

▼
問
合
せ
　
豊
山
町
体
育
協
会
　
☎
28

・
２
２
１
２
　
豊
山
チ
ュ
ッ
ク
ボ
ー
ル

ク
ラ
ブ
長
　
窪
田
行
康
　
☎
０
９
０
・

２
３
４
０
・
０
２
０
２

　
九
月
二
十
四
日︵
水
︶、
体
育
協
会
主

催
に
よ
る
第
十
八
回
町
民
グ
ラ
ウ
ン
ド

ゴ
ル
フ
大
会
が
豊
山
グ
ラ
ン
ド
に
て
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
大
会
に
は
六
十
八
名

が
参
加
し
ま
し
た
。
結
果
は
次
の
と
お

り
で
す
。

　
優
勝
　
三
浦
光
子

　
準
優
勝
　
柴
田
兼
夫

　
三
位
　
鈴
木
章
之

　
四
位
　
熊
沢
直
紀

　
五
位
　
櫛
田
芳
子

▼
問
合
せ
　
豊
山
町
体
育
協
会
　
☎
28

・
２
２
１
２
　

　
県
文
化
協
会
連
合
会
主
催
の
愛
知
県

民
茶
会
が
、み
よ
し
市
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

▼
と
　
き
　
十
一
月
二
十
三
日
︵
日
︶

午
前
十
時
〜
午
後
三
時

▼
と
こ
ろ
　
み
よ
し
市
文
化
セ
ン
タ
ー

サ
ン
ア
ー
ト

▼
茶
　
券
　
当
日
券
五
百
円
︵
一
席
︶

▼
問
合
せ
　
豊
山
町
文
化
協
会
　
☎
28

・
2
1
0
2

愛
知
県
民
茶
会
が

開
催
さ
れ
ま
す

　
体
育
協
会
主
催
に
よ
る
ミ
ニ
サ
ッ
カ

ー
大
会
を
開
催
し
ま
す
。

▼
と
　
き
　
十
一
月
三
十
日
︵
日
︶
午

前
九
時
受
付
　
九
時
三
十
分
開
会
式

▼
と
こ
ろ
　
新
栄
小
学
校

▼
対
　
象
　
町
内
に
在
住･

在
勤
で
中

学
生
以
上
の
方

▼
参
加
費
　
一
チ
ー
ム
千
円

▼
申
込
み
　
十
一
月
八
日
︵
土
︶
ま
で

先
着
五
チ
ー
ム

▼
形
　
式
　
七
人
制
サ
ッ
カ
ー

▼
問
合
せ
　
豊
山
町
体
育
協
会
　
☎
28

・
２
２
１
２
　
サ
ッ
カ
ー
ク
ラ
ブ
　
坪

井
孝
仁
　
☎
28
・
６
６
９
９

11/23

県
文
連
東
尾
張
部
芸
能

大
会
が
開
催
さ
れ
ま
す

11/30

第
四
十
一
回

母
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
結
果

ミ
ニ
サ
ッ
カ
ー
大
会
を

開
催
し
ま
す

11/30

シ
ニ
ア
・
ゴ
ル
フ
大
会

参
加
者
を
募
集
し
ま
す

12/7

12/7

11/8〜9

　
愛
知
県
文
連
東
尾
張
部
の
舞
台
文
化

芸
術
活
動
の
振
興
を
目
的
と
し
た
芸
能

大
会
が
今
年
は
長
久
手
市
で
開
催
さ
れ

ま
す
。

　
豊
山
町
か
ら
は
文
化
協
会
所
属
の
神

楽
保
存
会
が
出
演
し
ま
す
。

▼
と
　
き
　
十
一
月
三
十
日
︵
日
︶
午

前
十
時
三
十
分
〜

▼
と
こ
ろ
　
長
久
手
市
文
化
の
家

▼
入
場
料
　
無
料

▼
問
合
せ
　
豊
山
町
文
化
協
会
　
☎
28

・
2
1
0
2

　
町
文
化
展
・
芸
能
発
表
会
を
社
会
教

育
セ
ン
タ
ー
で
開
催
し
ま
す
。

町
文
化
展
で
は
文
化
協
会
所
属
ク
ラ
ブ

を
は
じ
め
、
町
内
の
各
種
サ
ー
ク
ル
や

団
体
、
個
人
な
ど
多
数
の
作
品
を
展
示

し
ま
す
。

　
芸
能
発
表
会
で
は
、
芸
能
ク
ラ
ブ
会

員
の
日
頃
の
練
習
成
果
を
発
表
し
ま

す
。

　
親
子
読
書
会
、
豊
山
中
学
校
吹
奏
楽

部
演
奏
会
、
陶
芸
ク
ラ
ブ
の
チ
ャ
リ
テ

ィ
ー
バ
ザ
ー
も
あ
わ
せ
て
開
催
し
ま
す
。

︻
町
文
化
展
︼

▼
と
　
き
　
十
一
月
八
日
︵
土
︶
午
前

九
時
〜
午
後
七
時
　
十
一
月
九
日
︵
日
︶

午
前
九
時
〜
午
後
四
時

▼
主
な
展
示
　
書
道･

絵
画･

写
真･

手

芸･

陶
芸･

俳
句･
短
歌･

生
け
花･

盆
栽

な
ど

︻
芸
能
発
表
会
︼

▼
と
　
き
　
十
一
月
九
日
︵
日
︶
午
前

十
一
時
四
十
五
分
〜
午
後
三
時
三
十
分

▼
演 

 

目
　
和
太
鼓･

舞
踊･

民
謡･
神

楽･

木
遣
な
ど

▼
問
合
せ
　
豊
山
町
文
化
協
会
　
☎
28

・
2
1
0
2

第20回女性のつどいを開催します
と　き：12月7日（日）開場午後0時30分　開演午後1時
ところ：社会教育センター　2階ホール
内　容：１部 「20年を振り返って」
　　　　２部　篠笛　池山真理子　
　　　　　　　箏　　小塚奈緒美
　　　　　　　歌　　オーバーライフ（丹羽真也　　
　　　　　　　　　　とサポートアーティスト）
　　　　３部　鉄崎幹人「人と自然のつながり〜
　　　　　　　　　　　　身近な自然を見つめて」
入場料：500円
主　催：とよやま女性の会 　後　援：豊山町
問合せ：☎28・0155（浅井）

　
九
月
十
五
日︵
月
︶、
体
育
協
会
主
催

に
よ
る
第
四
十
一
回
母
子
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
大
会
が
豊
山
グ
ラ
ン
ド
に
て
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
優
　
勝
　
大
門

　
準
優
勝
　
新
栄
子
供
会

　
三
　
位
　
ひ
ろ
ば

　
最
優
秀
選
手
賞
　
岡
村
優
輝
︵
大
門
︶

　
敢
闘
選
手
賞
　
河
村
侑
奈
︵
新
栄
︶

▼
問
合
せ
　
豊
山
町
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
協

会
　
戸
田
久
晶
　
☎
28
・
２
７
７
２



　蔵書点検等の特別整理を実施するため、11月18日（火）
から11月30日（日）まで、図書室をお休みします。
12月2日（火）からは平常どおり利用できます。
　問合せ　社会教育センター図書室　☎28・5449

わいわいプラザ19

社会教育センター図書室 ☎28-5449

青
山
克
己
 

選

豊
山
俳
句
ク
ラ
ブ

水
野
笑
子
 

選

豊
山
歌
壇

編
集
後
記

編
集
後
記

辰
巳   

渚  

著 

︵
金
の
星
社
︶ 

 
子
ど
も
が
自
立
し
た
と
き
に
、家
事

に
こ
ま
ら
な
い
よ
う
、今
か
ら
お
て
つ

だ
い
を
さ
せ
ま
し
ょ
う
。小
さ
な
子
ど

も
で
も
で
き
る﹁
お
て
つ
だ
い
の
や
り

か
た
﹂を
、楽
し
い
絵
で
紹
介
し
ま
す
。

お
て
つ
だ
い
の
絵
本

　

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

安

藤

春

一

つ
る
草
の
指
に
か
ら
ん
で
夏
終
わ
る

田
村
多
喜
子

山
峡
に
ひ
ぐ
ら
し
の
声
人
の
声高

木
須
磨
子

そ
っ
と
手
を
つ
な
ぐ
し
ぐ
さ
や
秋
桜

坪

井

昭

子

白
木
槿
一
人
暮
ら
し
の
庭
と
な
り

岡

島

　

齋

開
け
放
つ
窓
を
は
み
だ
す
雲
の
峰

杉
浦
み
ど
り

か
ぎ
り
な
く
月
の
光
の
中
に
ゐ
る

荒

川

昌

枝

地
球
上
に
戦
火
の
絶
え
る
こ
と
の
な
し

人
間
の
性
か
悲
し
み
深
し

安

藤

定

岳

夏
休
み
は
飽
き
る
こ
と
な
く
毎
日
を

魚
取
り
し
た
こ
と
記
憶
に
残
る

一
柳
千
鶴
子

逝
き
し
人
に
心
伝
ふ
る
風
の
電
話

災
害
あ
り
し
街
角
に
立
つ

井
上
と
よ
ほ

杜
清
む
巫
女
ら
の
風
情
も
た
を
や
か
に

時
ゆ
つ
た
り
と
流
れ
ゐ
る
な
り

木

村

和

子

学
半
ば
動
員
さ
れ
て
工
場
に

こ
れ
も
わ
た
し
の
人
生
の
う
ち

櫛
田
真
寿
美

夏
の
夜
を
焦
が
す
花
火
の
儚
さ
に

我
の
人
生
重
ね
て
み
た
り

安

達

洋

子

ベ
ラ
ン
ダ
の
ハ
ン
モ
ッ
ク
に
ゆ
れ
本
を

読
む
沢
の
水
音
遠
く
聞
こ
ゆ
る

小

出

寿

枝

戦
後
な
る
学
生
時
代
の
駒
ヶ
岳
に

キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー
に
時
を
忘
れ
し

近

藤

時

峰

ス
マ
ホ
持
ち
勉
強
も
せ
ぬ
子
供
達

こ
の
責
任
は
誰
に
あ
る
の
か佐

藤

良

子

良
き
姑
と
な
ら
む
と
常
に
願
ひ
ゐ
る

気
遣
ひ
メ
ー
ル
送
り
来
る
嫁
に 小

塚

美

枝

か
わ
た
れ
の
名
残
の
空
の
十
三
夜

石

黒

貴

代

名
月
を
背
負
ひ
て
急
ぐ
家
路
か
な

杉

本

衿

子

金
色
に
ぬ
り
つ
ぶ
さ
れ
し
秋
の
空

坪

井

径

子

秋
夕
焼
け
背
中
押
さ
れ
て
帰
り
け
り

村
上
ゆ
り
子

木
の
上
の
朝
顔
宙
を
向
ひ
て
ゐ
し

青

山

克

己

が
ら
ん
だ
う
の
秋
の
片
隅
ひ
と
り
ゐ
て

京
都
で
大
学
生
活
を
送
っ
た
自
分
に

と
っ
て
、
神
社
や
仏
閣
と
い
っ
た
文

化
財
は
と
て
も
身
近
な
も
の
で
あ
っ

た
。
試
験
の
前
に
は
気
分
転
換
を
兼

ね
て
、
清
水
寺
に
友
人
と
よ
く
お
参

り
に
行
っ
た
こ
と
を
思
い
出
す
。
会

計
学
の
試
験
で
ど
う
し
て
も
所
定
の

字
数
を
埋
め
る
こ
と
が
で
き
ず
、
試

験
前
日
に
お
参
り
に
行
っ
た
思
い
出

を
書
い
て
﹁
優
﹂
を
頂
い
た
こ
と
は
、

今
で
も
同
窓
会
の
席
で
酒
の
肴
と
な

っ
て
い
る
▼
今
月
号
で
は
、
豊
山
町

の
伝
統
行
事
・
文
化
財
を
テ
ー
マ
に

特
集
を
組
ん
だ
。
本
町
の
伝
統
行
事

や
文
化
財
は
地
域
に
根
付
い
て
い
る
。

地
域
を
あ
げ
て
行
事
を
行
い
、
何
百

年
も
前
か
ら
伝
承
し
続
け
る
神
楽
を

奉
納
す
る
そ
の
姿
は
、
古
く
か
ら
受

け
継
が
れ
て
き
た
温
か
い
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
な
ら
で
は
と
感
じ
る
▼
一
方
で
、

核
家
族
化
や
単
身
世
帯
増
加
の
影
響

で
参
加
者
が
減
少
し
て
い
る
と
も
聞

い
て
い
た
。そ
う
い
っ
た
方
々
に
、広

報
紙
を
通
じ
て
伝
統
行
事
や
文
化
財

の
魅
力
を
少
し
で
も
知
っ
て
ほ
し
い

と
い
う
思
い
か
ら
、
こ
の
テ
ー
マ
を

選
ん
だ
。多
く
の
方
に
、町
の
文
化
財

に
足
を
運
ん
で
も
ら
い
、
伝
統
行
事

に
参
加
し
て
も
ら
っ
て
、
温
か
い
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
魅
力
を
感
じ
て
ほ
し

い
▼
十
月
十
八
日
に
Ｍ
Ｒ
Ｊ
の
お
披

露
目
が
行
わ
れ
た
。
同
日
に
名
古
屋

ま
つ
り
も
開
催
さ
れ
、
豊
山
ま
ち
お

こ
し
の
会
が
、
郷
土
料
理
ど
じ
ょ
う

寿
司
の
Ｐ
Ｒ
を
行
っ
た
。
新
旧
の
文

化
が
き
れ
い
に
交
わ
り
、
町
を
盛
り

上
げ
た
十
月
。役
場
の
新
入
職
員
も
、

Ｍ
Ｒ
Ｊ
に
負
け
じ
と
新
し
い
文
化
を

吹
き
込
ん
で
い
る
。十
一
月
は
、彼
ら

の
頑
張
り
が
日
の
目
を
み
る
番
だ
。
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彫
刻
家
の
父
と
画
家
の
母
を
持
ち
、

世
界
中
で
愛
さ
れ
る
ム
ー
ミ
ン
一
家

を
創
っ
た
稀
代
の
芸
術
家
、
ト
ー
ベ

・
ヤ
ン
ソ
ン
。
そ
の
知
ら
れ
ざ
る
側

面
と
、
色
鮮
や
か
に
生
き
た
姿
を
丁

寧
に
描
い
た
評
伝
。

ト
ゥ
ー
ラ
・
カ
ル
ヤ
ラ
イ
ネ
ン 

著

(

河
出
書
房
新
社)

ム
ー
ミ
ン
の
生
み
の
親
、

ト
ー
ベ
・
ヤ
ン
ソ
ン

児
童
書

こ
ん
じ
き

（小学1〜4年生向け）
　　ゆめっ子のおはなし会
　と　き　11月15日(土)午後1時30分〜　ところ　
社会教育センター　幼児遊戯室　対　象　小学校低
学年、幼児　問合せ　社会教育センター図書室　☎
28・5449

▲

▲

▲

▲

▲
▲

親子読書会の開催について�　

　　図書室休館のお知らせ

　読書クラブの皆さんによる紙人形劇や手遊びを行

います。　

　と　き　11月8日（土）　午前10時〜　ところ　社

会教育センター・ホール　対　象 小学校低学年、幼

児　問合せ　社会教育センター図書室　☎28・5449

★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★

★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★

11/18〜
��11/30

11/8

11/15

▲ ▲

▲



日 月 火 水 木 金 土

※ごみ収集「①可燃ごみ」は第1地区可燃ごみ収集日の意味です。以下同じです。 ※リサイクルステーション開設日時：毎週金・土・日曜日、午前8時30分〜午後5時

「広報とよやま」平成26年11月号 通巻第552号

「広報とよやま」は再生紙を使用しています。

http://www.town.toyoyama.lg.jp/発行・豊山町 編集・総務部総務課 〒480-0292愛知県西春日井郡豊山町大字豊場字新栄260番地    （0568）28-0913

町の人口（10月1日現在）総人口：15,129人（−5人）・男性：7,780人（−7人）・女性：7,349人（＋2人）・世帯数：6,087戸（−4戸）

歯※　　印：休日救急外科病院の診療時間：午前10時〜午後5時（年末年始も診療）、　　印：休日歯科診療の受付時間：午前9時30分〜午前11時30分（年末年始も診療）外

東部休日急病診療所（診療科目・内科・小児科）
北名古屋市九之坪白山39 
救急医療情報センター
東消防署
西枇杷島警察署

0568-23-0122
0568-81-1133
0568-22-2511
052-501-0110

��町への問合せ先
　TEL　0568-28-0001（代表）　
　FAX　0568-28-2870　
　　　　(会計課、住民課、福祉課、税務課、建設課)
　　　　0568-29-3151
　　　　(建設課、都市計画課)
　　　　0568-29-1177
　　　　(総務課、学校教育課、生涯学習課)
　　　　0568-29-3152
　　　　(議会事務局)

赤ちゃん広場
①不燃ごみ

乳がん検診
（超音波）
こころの健康相談
健康ほっとサロン

（しいの木）
②資源分別収集日

3歳児健診
①資源分別収集日

①可燃ごみ

　 名古屋整形外科
　人工関節クリニック
　（北名古屋市）
　 0568-22-7772
　 原歯科医院
　（北名古屋市）
　 0568-25-4188

外

歯

子ども健康相談
②可燃ごみ

がん検診
①不燃ごみ

がん検診
①可燃ごみ

がん検診受付
②不燃ごみ

がん検診
②可燃ごみ

ウォーキング体験
②不燃ごみ

1
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21

28
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25

4

13

20

27

6

12

19

26

53

外

歯

　 済衆館病院
　（北名古屋市）
　 0568-21-0811
　 西村歯科医院
　（清須市）
　 052-501-8254
紙資源分別収集日

　 済衆館病院
　（北名古屋市）
　 0568-21-0811
　 なごみ歯科
　（北名古屋市）
　 0568-26-1753

外

歯

①可燃ごみ

29
特定健診結果説明会
成人健康相談
健康ほっとサロン

（ひまわり）
②資源分別収集日

特定健診結果説明会
①資源分別収集日

子ども健康相談
②可燃ごみ

30

11

12/1

乳がん検診
（X線）
健康ほっとサロン

（ひまわり）
①可燃ごみ

家庭児童相談
ひまわり児童館子
育て相談
②可燃ごみ

　 杉山医院
　（豊山町）
　 0568-28-1181
　 早川歯科クリニック
　（北名古屋市）
　 0568-26-4618

外

歯

①可燃ごみ

がん検診受付
母子手帳交付
2歳児すくすく相
談・歯科健診
①可燃ごみ

10/26

母子手帳交付
母乳相談
②可燃ごみ

文化の日

振替休日勤労感謝の日

がん検診
乳がん検診

（X線）
母子手帳交付
②可燃ごみ

いきいき健康教室
①可燃ごみ

27 28 29 3130

母子手帳交付
食育ひろば
3か月児健診・BCG
①可燃ごみ

　 遠藤外科整形外科
　（清須市）
　 052-502-8841
　 菱川歯科
　（北名古屋市）
　 0568-23-9795

外

歯

432 5 6
母子手帳交付
納期限・口座振替日
  介護保険料第6期分
  後期高齢者医療保険料普通徴収第5期分
  国民健康保険税普通徴収第6期分
  国民年金保険料10月分
  保育料11月分
②可燃ごみ

こころの健康相談
②不燃ごみ

赤ちゃん広場
①不燃ごみ

②可燃ごみ ①可燃ごみ①可燃ごみ

　 済衆館病院
　（北名古屋市）
　 0568-21-0811
　 坪井歯科医院
　（清須市）
　 052-501-0228

外

歯

母子手帳交付
②可燃ごみ

がん検診受付
ウォーキング体験
こころの健康相談
②不燃ごみ

がん検診受付
1歳6か月児健診
①不燃ごみ

がん検診受付
納期限・口座振替日
  介護保険料第5期分
  後期高齢者医療保険料普通徴収第4期分
  国民健康保険税普通徴収第5期分
  国民年金保険料9月分
  町県民税第3期分
  保育料10月分
②可燃ごみ

①可燃ごみがん検診受付
3か月児健診
①可燃ごみ

　 きとう医院
　（清須市）
　 052-400-7211
　 タナベ歯科クリニック
　（清須市）
　 052-503-3559
②可燃ごみ

外

歯

　 やまだ整形外科・
　リハビリクリニック
　（北名古屋市）
　 0568-26-0055
　 普山田歯科医院
　（清須市）
　 052-503-7108
②可燃ごみ

外

歯

旧22号

新川
大橋

ふたついり駅しんかわばし駅

名鉄

三菱重工

J R

キリンビール

清須市役所
新
川

びわじま駅

東部休日急病診療所

済衆館
病院

やまだ整形外科
リハビリクリニック

に
し
は
る
駅

県道春日井稲沢線

北名古屋
市役所東庁舎

大
山
川

R４
1

北名古屋
市役所
西庁舎

東消防署

片場

と
く
し
げ
・

な
ご
や
げ
い
だ
い
駅

名
鉄

杉山医院

遠藤外科
整形外科

きとう医院

名古屋整形外科
人工関節クリニック
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